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㎝
【
要
約
】
　
蒙
古
ラ
マ
教
史
上
、
ネ
イ
チ
ー
ト
イ
ソ
裳
①
讐
驚
8
覧
鵠
（
竃
八
七
？
一
一
由
ハ
血
忌
）
と
ザ
ヤ
ー
パ
ン
デ
ィ
タ
ー
ー
ナ
ム
カ
イ
ジ
ャ
ム
ツ
賢
蜜
ρ
℃
3
魯
け
ρ

堵
ρ
ヨ
饗
覧
冒
ヨ
鋒
　
（
莞
九
九
－
器
ハ
ニ
）
の
二
人
の
オ
イ
ラ
ー
ト
僧
は
、
ゲ
ル
ク
パ
・
ラ
マ
教
の
弘
法
老
と
し
て
偉
大
な
存
在
で
あ
る
。
前
着
は
、
ト
ル
ダ

ー
ト
部
の
出
身
で
、
チ
ベ
ヅ
ト
で
修
業
し
た
後
、
帰
化
城
に
居
住
し
て
、
主
と
し
て
内
モ
ン
ゴ
ル
族
の
間
に
ラ
マ
教
を
布
教
し
た
。
そ
の
名
声
は
清
の
順

罐
視
野
後
継
嚇
難
転
麟
雛
鳥
劇
．
鉢
．
轟
菰
霧
垂
．
簗
鋸
撫
に
談
鯖
難
聴

て
、
更
に
詳
細
に
彼
の
布
教
活
動
を
跡
づ
け
て
み
た
。
　
一
方
、
ザ
ヤ
ー
パ
ン
デ
ィ
タ
に
つ
い
て
も
、
そ
の
伝
記
魚
類
げ
翼
日
げ
ρ
N
超
ρ
駆
梅
三
蝕
団
冒

ω
鴛
塁
鰐
α
Q
賃
下
｝
8
日
鐸
口
酔
筆
暦
が
存
在
す
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
ホ
シ
ュ
ー
ト
族
出
身
の
彼
は
、
チ
ベ
ッ
ト
か
ら
帰
国
し
た
後
、
オ
イ
ラ
ー
ト
の
地

に
居
住
し
て
、
ハ
ル
ハ
族
と
ナ
イ
ラ
ー
ト
族
f
特
に
後
者
1
の
間
に
ラ
マ
教
を
布
教
し
た
。
彼
に
つ
い
て
特
徴
的
な
こ
と
は
、
俗
的
方
面
の
活
動
も
目
覚

し
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
顕
著
な
例
が
、
セ
ン
ゲ
の
登
位
直
後
の
オ
イ
ラ
ー
ト
の
内
乱
の
際
の
彼
の
調
停
工
作
で
あ
る
。
一
七
世
紀
前
半
期
の
モ
ン

ゴ
ル
族
の
社
会
を
考
察
す
る
上
で
、
こ
の
二
人
の
ラ
マ
僧
の
伝
記
は
、
幾
多
の
貴
重
な
史
実
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
る
。
史
林
五
六
巻
「
暑
［
九
七
三
年
「
月

は
　
じ
　
め
　
に

　
東
モ
ン
ゴ
ル
族
の
闘
に
ゲ
ル
ク
パ
U
σ
q
Φ
貯
σ
q
ω
膨
　
（
徳
行
派
）
、
い
わ
ゆ
る
黄
帽
派
ω
げ
≦
帥
σ
q
ω
霞
℃
ρ
の
ラ
マ
教
の
信
仰
が
起
こ
っ
た
の

は
、
エ
ハ
世
紀
の
後
半
か
ら
で
あ
・
た
。
内
蒙
古
に
お
い
て
は
、
帰
化
城
糞
・
§
の
㌧
メ
廓
の
・
ル
・
・
汗
、
オ
ル
ド
ス
部
の
・
㈲

ト
ゥ
ク
タ
イ
ー
ー
セ
チ
エ
ン
ロ
ホ
ソ
タ
イ
ジ
、
ボ
シ
ョ
ク
ト
ゥ
ロ
ジ
ノ
ン
、
外
蒙
古
ハ
ル
ハ
に
お
い
て
は
、
ト
ゥ
シ
ェ
ト
ゥ
汗
部
の
祖
ア
バ
ダ
イ
　
π



汗
、
サ
イ
ン
闘
ノ
ヤ
ン
部
の
祖
ト
ゥ
メ
ン
ケ
ン
な
ど
が
、
前
後
し
て
ゲ
ル
ク
パ
に
帰
依
七
て
こ
れ
を
奨
励
し
た
結
果
、
一
時
に
盛
ん
に
な
っ
た
。

一
方
、
西
モ
ン
ゴ
ル
族
（
ナ
イ
ラ
ー
ト
）
の
場
合
に
は
、
少
し
く
遅
れ
て
、
一
七
世
紀
の
初
め
に
王
侯
層
が
先
ず
こ
れ
に
帰
依
し
た
と
考
え
ら

　
　
①

れ
る
が
、
次
い
で
全
部
族
を
あ
げ
て
そ
の
熱
烈
た
る
信
奉
者
と
な
っ
た
。
こ
の
結
果
、
彼
ら
は
東
ア
ジ
ア
の
歴
史
に
重
大
な
役
割
を
演
ず
る
こ

と
と
な
っ
た
。
例
え
ば
、
一
七
世
紀
の
前
半
に
、
ホ
シ
ェ
ー
ト
部
の
グ
シ
汗
が
ゲ
ル
ク
パ
に
対
す
る
異
端
を
武
力
討
伐
し
て
チ
ベ
ッ
ト
全
土
を

平
定
し
、
一
六
四
二
年
ダ
ラ
イ
ラ
マ
を
推
戴
し
て
、
自
ら
は
チ
ベ
ッ
ト
国
王
の
座
に
登
り
、
こ
こ
に
西
モ
ン
ゴ
ル
族
に
よ
る
全
チ
ベ
ッ
ト
の
覇

王
が
実
現
し
た
著
名
な
事
実
や
、
或
い
は
、
こ
の
世
紀
の
第
四
四
半
期
前
後
に
ジ
ュ
ン
ガ
ル
汗
国
に
ガ
ル
ダ
シ
が
出
て
、
ゲ
ル
ク
パ
の
活
仏
で

あ
り
な
が
ら
還
俗
し
て
、
即
位
に
騨
き
、
ラ
マ
教
世
界
帝
国
の
建
設
を
目
指
し
て
華
華
し
く
活
躍
し
た
こ
と
な
ど
が
あ
り
、
そ
の
他
枚
挙
に
暇

が
な
い
。

　
と
こ
ろ
で
、
ジ
ク
メ
“
リ
ク
ペ
イ
“
ド
ル
ジ
ェ
　
仁
旨
σ
q
日
①
創
ユ
σ
q
饗
讐
a
O
ユ
①
の
『
蒙
古
鋼
千
守
史
麟
。
同
。
げ
。
。
・
廿
σ
図
猛
』
に
よ
れ

ば
、
　
一
七
世
紀
の
前
半
期
に
東
モ
ン
ゴ
ル
族
の
間
に
ゲ
ル
ク
パ
の
教
法
を
弘
通
せ
し
め
た
と
し
て
、
い
た
く
称
揚
さ
れ
て
い
る
人
物
と
し
て
、

オ
イ
ラ
ー
ト
の
王
族
の
出
身
に
な
る
エ
チ
ゲ
ラ
マ
一
六
ー
ツ
ン
ー
ネ
イ
チ
ー
ト
ヨ
ン
二
丁
げ
㍗
σ
q
Φ
銘
学
巳
ρ
時
仏
び
け
の
毎
μ
ゆ
①
＃
憎
O
ピ
叶
げ
♀
団
9
闘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

（同

藻�

p
刈
一
同
O
O
Q
Q
）
な
る
者
が
あ
り
、
そ
の
伝
記
が
か
な
り
長
文
を
費
し
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
内
容
か
ら
見
て
、
こ
の
記
事
が
一
七
三
九

年
に
プ
ラ
ジ
ュ
ニ
ャ
ー
－
サ
ー
ガ
ラ
℃
類
寡
勲
舞
σ
q
錠
幽
（
〈
娼
影
〕
5
，
帥
鶏
σ
q
霞
勲
）
の
著
し
た
ネ
イ
チ
ー
ト
イ
ン
の
伝
記
、
．
ヒ
d
o
覧
ρ
器
覧
驚

8
網
貯
鳥
巴
磐
石
三
三
警
出
－
図
冒
餌
。
ヨ
。
賦
－
一
8
α
○
毒
鉱
義
σ
q
Φ
覧
σ
q
巳
弓
師
9
鼠
ρ
ヨ
勲
巳
①
H
雲
容
お
ヨ
Φ
σ
q
“
o
察
。
δ
風
び
勲
、
、
（
北
京
木
版
本
、
東

　
　
　
③

洋
文
南
殿
。
以
下
Z
目
U
・
と
略
記
）
に
全
面
的
に
依
拠
し
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
両
者
を
比
較
し
て
み
れ
ば
直
ち
に
看
取
で
き
る

こ
と
で
あ
る
。
な
お
翼
8
U
・
に
関
し
て
は
、
ハ
イ
シ
ッ
ヒ
≦
・
国
⑦
δ
。
。
お
氏
に
よ
る
、
ほ
と
ん
ど
全
訳
に
近
い
抄
訳
も
あ
る
こ
と
を
指
摘
し

　
　
　
　
④

て
お
き
た
い
。
他
方
、
本
稿
で
取
り
上
げ
る
も
う
一
人
の
弘
法
老
た
る
ザ
ヤ
ー
パ
ン
デ
ィ
タ
N
ρ
ぢ
℃
窪
α
置
ρ
（
〈
｝
㊤
団
斜
　
℃
ρ
仁
α
一
げ
ρ
）
（
誤
り
⑩
－

H
①
①
b
。
）
に
つ
い
て
は
、
　
『
蒙
古
園
上
士
史
』
に
言
及
が
見
ら
れ
な
い
が
、
し
か
し
こ
の
高
僧
も
オ
イ
ラ
ー
ト
王
族
の
出
身
で
あ
り
、
か
つ
ネ
イ

チ
ー
ト
イ
ン
と
同
時
代
人
で
あ
っ
た
。
ネ
イ
チ
ー
ト
イ
ン
が
専
ら
東
モ
ン
ゴ
ル
族
を
布
教
活
動
の
対
象
に
選
ん
だ
に
対
し
、
ザ
ヤ
ー
パ
ン
デ
ィ
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蒙古ラマ教史上の二人の弘法者（若松）

タ
は
専
ら
オ
イ
ラ
ー
ト
族
の
聞
に
布
教
活
動
の
中
心
を
置
い
た
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
東
モ
ン
ゴ
ル
族
の
ラ
マ
教
史
の
叙
述
に
力
点
が
置
か

れ
た
『
蒙
古
閑
歩
教
史
』
か
ら
は
、
彼
の
名
が
逸
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
彼
は
ま
た
オ
イ
ラ
ー
ト
文
字
、
い
わ
ゆ
る
ト
ド
文
字
同
○
臼
。
嶺
9

言
菖
の
考
案
者
と
し
て
も
、
そ
の
名
は
オ
イ
ラ
ー
ト
文
化
史
上
不
滅
で
あ
る
。
彼
に
関
し
て
も
、
　
一
六
九
一
年
に
ラ
ト
ナ
ブ
ハ
ー
ド
ラ

図
勲
α
奉
σ
げ
㊤
α
婆
（
〈
菊
勲
汁
コ
9
び
財
帥
自
目
9
）
著
す
所
の
ザ
ヤ
ー
パ
ン
デ
ィ
タ
の
伝
記
、
、
菊
㊤
げ
げ
饗
日
饗
N
p
饗
℃
9
巳
ぼ
α
蔓
旨
ω
騨
養
覧
昌
σ
q
興
2

　
　
　
　
　
　
く

蓉
旨
興
ρ
窪
蕊
一
、
、
が
あ
る
。
今
日
ま
で
そ
の
刻
本
は
知
ら
れ
て
い
な
い
が
、
最
近
ト
ド
文
字
写
本
が
影
印
せ
ら
れ
た
。
　
．
、
b
d
δ
σ
q
養
℃
げ
図
o
h

O
3
、
ρ
℃
思
置
葺
け
ρ
貯
○
月
雪
Ω
峯
旨
9
興
ω
、
ド
O
O
考
霧
ω
o
ユ
導
。
毎
日
寓
。
昌
σ
q
o
δ
ヨ
巳
ヒ
8
露
画
く
M
男
望
9
0
巳
器
N
山
”
d
蜀
禦
げ
簿
。
び
お
①
8

（
以
下
、
ヒ
d
O
℃
・
と
略
記
）
な
お
、
右
ト
ド
文
字
写
本
と
は
別
に
、
ト
ド
文
字
を
モ
ン
．
コ
ル
文
字
で
書
き
直
し
た
一
写
本
が
存
在
し
、
こ
の
方
も
夙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

に
公
刊
さ
れ
て
い
る
。
、
．
図
ρ
ぴ
存
目
σ
塑
o
ρ
曳
轟
ぴ
ρ
昌
傷
答
ρ
－
覧
づ
9
砦
鴇
ω
㌶
9
郎
占
α
Q
曾
Φ
一
搾
Φ
ヨ
Φ
初
鴬
Φ
昌
Φ
ヨ
①
窪
び
。
ご
門
．
・
O
o
曝
信
ω
ω
o
鼠
導
。
学

5
ヨ
冨
。
ロ
σ
q
o
δ
ヨ
旨
”
同
○
日
子
く
℃
喝
ρ
ω
9
0
償
ご
ω
さ
。
”
d
蜀
口
σ
霧
。
昌
H
Φ
⊆
”
り
・
こ
の
写
本
は
、
　
ト
ド
文
字
を
モ
ン
ゴ
ル
文
字
で
転
写
す
る
さ
い
に

往
往
に
し
て
誤
り
を
犯
し
て
い
る
の
で
、
テ
キ
ス
ト
は
良
好
と
は
言
い
が
た
い
。
以
下
、
ネ
イ
チ
ー
ト
イ
ン
と
ザ
ヤ
ー
パ
ン
デ
ィ
タ
の
布
教
活

動
に
力
点
を
置
き
つ
つ
、
生
涯
の
概
要
を
各
各
の
伝
記
に
依
拠
し
て
述
べ
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
①
　
拙
稿
「
カ
ル
ム
ッ
ク
に
お
け
る
ラ
マ
教
受
容
の
歴
史
的
郷
面
」
『
東
洋
史
研
究
山
　
　
　
　
蜜
。
昌
σ
q
9
ω
⑦
o
江
。
昌
。
｛
鉱
ρ
o
虜
。
鴇
。
切
特
注
（
P
同
7
0
目
。
《
o
じ
d
葺
二
【
o
臼
目
ぴ
㊦

　
　
二
五
－
一
、
　
一
九
ぬ
里
山
同
年
、
血
少
昭
酬
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
詳
一
く
O
同
匂
◎
一
け
翼
O
隔
♂
＜
⇔
Q
噂
げ
圃
富
σ
q
陣
O
鵠
勺
円
①
q
σ
q
。
璽
一
り
0
劇
尋
窯
O
●
一
戯
①
．

　
②
ジ
ク
メ
・
ナ
ム
自
著
・
外
務
省
調
査
都
訳
『
蒙
古
嘱
號
教
史
』
生
活
社
．
一
九
　

④
ノ
＜
．
缶
㊥
阿
ω
恩
σ
q
噂
累
①
覧
警
8
冤
隅
P
U
器
ぴ
Φ
σ
窪
。
【
器
。
。
冨
μ
話
蜂
ぎ
匿
昌

　
　
四
〇
年
、
二
六
三
－
二
六
九
買
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ
α
ロ
。
げ
＄
（
一
㎝
α
刈
一
目
①
㎝
ω
）
・
Q
り
ぎ
。
一
〇
σ
薫
一
8
ロ
一
・
倉
一
繍
。
。
・
ω
Q
。
・
卜
。
綬
歯
ゆ
。
。
・
戸
鐸
α

　
③
客
℃
。
竈
。
”
U
国
蔑
く
ぎ
嘲
声
○
ぎ
二
野
9
邑
。
σ
q
［
お
。
断
け
冨
護
田
畠
〒
　
　
零
し
㍊
㊤
翼
ω
。
。
●
b
。
〒
。
。
。
。
噸

　
ネ
イ
チ
ー
ト
イ
ン
と
ザ
ヤ
ー
バ
ン
デ
ィ
タ
が
、
同
時
代
の
モ
ン
．
コ
ル
の
世
俗
的
王
侯
ら
か
ら
い
か
に
厚
く
崇
敬
さ
れ
た
か
に
つ
い
て
は
、
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

六
四
〇
年
に
成
立
し
た
モ
ン
ゴ
ル
・
オ
イ
ラ
…
ト
法
典
く
Φ
器
α
9
1
鴇
の
場
合
を
考
え
て
み
れ
ば
、
十
分
得
心
が
い
く
で
あ
ろ
う
。
法
典
編
纂
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①

に
至
る
政
治
的
状
勢
を
予
め
か
い
つ
ま
ん
で
述
べ
て
お
く
と
、
外
蒙
古
ハ
ル
親
族
と
オ
イ
ラ
ー
ト
族
と
は
、
一
六
世
紀
の
末
か
ら
西
蒙
古
の
覇

権
を
め
ぐ
っ
て
争
い
を
始
め
、
一
七
世
紀
の
一
か
年
代
の
半
ば
に
は
、
ハ
ル
一
族
の
ア
ル
ト
ゥ
ン
汗
（
初
代
）
が
オ
イ
ラ
ー
ト
族
を
屈
服
さ
せ
、

納
貢
義
務
を
負
わ
せ
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
が
、
し
か
し
一
方
こ
の
頃
か
ら
、
オ
イ
ラ
ー
ト
族
内
部
に
、
チ
ョ
ロ
ス
部
（
ジ
ュ
ン
ガ

ル
部
）
の
カ
ラ
ク
ラ
と
そ
の
子
バ
ー
ト
ゥ
ル
ー
フ
ン
タ
イ
ジ
の
勢
力
拾
頭
が
目
覚
ま
し
く
、
宗
主
的
地
位
に
あ
っ
た
ホ
シ
ュ
ー
ト
部
の
バ
イ
バ

ガ
ス
汗
を
圧
倒
し
て
、
次
第
に
チ
ョ
ロ
ス
部
に
よ
る
覇
権
が
確
立
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
こ
れ
か
ら
以
後
の
オ
イ
ラ
ー
ト
族
の
ハ
ル
ハ

族
に
対
す
る
独
立
闘
争
も
、
カ
ラ
ク
ラ
、
バ
ー
ト
ゥ
ル
ー
フ
ン
タ
イ
ジ
ら
の
指
導
に
よ
る
所
が
多
く
、
か
つ
熾
烈
化
の
方
向
を
辿
っ
た
。
彼
ら

は
一
六
二
〇
年
と
翌
年
に
か
け
て
、
ア
ル
ト
ゥ
ン
汗
に
対
し
て
決
戦
を
い
ど
ん
だ
が
、
結
果
は
、
彼
ら
の
敗
北
に
終
っ
た
。
し
か
し
奮
起
し
た

彼
ら
は
＝
ハ
ニ
三
年
、
ア
ル
ト
ッ
ン
汗
に
対
し
て
大
勝
を
得
、
こ
の
時
弊
も
戦
死
し
た
。
ア
ル
ト
ゥ
ン
汗
勢
力
は
、
そ
の
聾
し
ば
ら
く
苦
境
か

ら
脱
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
一
方
オ
イ
ラ
ー
ト
半
側
に
あ
っ
て
は
、
一
六
二
五
年
に
発
生
し
た
チ
ョ
ロ
ス
部
の
内
紛
が
、
オ
イ
ラ
ー
ト

全
部
の
内
戦
に
発
展
し
、
そ
の
終
息
ま
で
長
期
を
要
し
た
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
ハ
ル
ハ
族
と
オ
イ
ラ
ー
ト
族
と
の
軍
事
的
衝
突
も
二
〇
年

代
の
後
半
か
ら
墨
分
見
ら
れ
な
く
な
る
。

　
他
方
、
内
蒙
古
の
状
勢
は
ど
う
か
と
言
う
と
、
新
興
清
朝
勢
力
の
拾
頭
の
前
に
、
チ
ャ
ハ
ル
の
リ
ン
ダ
ン
汗
の
権
威
は
失
墜
を
来
た
し
始
め
、

一
六
一
一
八
年
来
、
彼
は
西
方
に
逃
避
行
を
重
ね
た
。
こ
の
問
に
彼
は
、
一
時
的
に
せ
よ
、
内
蒙
古
西
部
の
中
心
地
た
る
帰
化
城
を
占
領
し
、
甘

粛
、
青
海
方
面
に
ま
で
威
を
振
っ
た
。
こ
の
汗
が
一
六
三
四
年
に
病
死
す
る
ま
で
、
内
蒙
古
の
諸
部
落
は
混
乱
に
陥
っ
た
。
加
え
て
、
こ
の
汗

が
サ
キ
ャ
パ
に
好
意
を
寄
せ
た
こ
と
が
、
そ
の
混
乱
を
一
層
助
長
し
た
。
こ
う
し
た
状
況
を
嫌
っ
た
内
蒙
古
の
諸
勢
が
競
っ
て
外
蒙
古
ハ
ル
ハ

に
逃
れ
た
結
果
、
ハ
ル
ハ
の
諸
酋
と
衝
突
を
来
し
、
こ
の
方
面
に
も
内
紛
が
頻
発
し
た
。
か
く
の
如
き
事
情
か
ら
も
、
ハ
ル
一
族
が
オ
イ
ラ
ー

ト
族
と
争
う
余
裕
は
ま
す
ま
す
減
少
し
た
。

　
と
こ
ろ
で
ハ
ル
ハ
の
内
紛
を
助
長
し
た
の
が
、
カ
ル
マ
パ
支
持
の
チ
ョ
ク
ト
ゥ
ー
フ
ン
タ
イ
ジ
で
あ
っ
た
が
、
彼
は
諸
酋
に
嫌
わ
れ
、
つ
い

に
ハ
ル
ハ
か
ら
逐
わ
れ
て
青
海
地
方
に
侵
入
し
た
。
時
に
一
六
三
四
年
、
リ
ン
ダ
ン
汗
の
死
と
同
年
の
こ
と
で
あ
る
。
蒙
古
方
面
か
ら
チ
ベ
ッ
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ト
に
通
ず
る
唯
　
の
入
口
と
も
言
う
べ
き
青
海
地
方
を
カ
ル
マ
パ
勢
力
に
押
え
ら
れ
た
こ
と
は
、
中
央
チ
ベ
ッ
ト
を
本
拠
と
す
る
ゲ
ル
ク
パ
勢

力
に
と
っ
て
、
蒙
古
と
の
連
絡
を
絶
た
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
の
危
機
を
打
開
す
る
た
め
に
、
ゲ
ル
ク
パ
法
主
第
五
代
ダ
ラ
イ
ラ
マ
ー
ガ

ワ
ン
ロ
ブ
サ
ン
ギ
ャ
ム
ツ
ォ
は
自
派
の
信
者
で
あ
る
オ
イ
ラ
…
ト
族
に
救
援
を
求
め
た
。
こ
こ
に
お
い
て
既
述
の
グ
シ
汗
が
チ
ベ
ッ
ト
に
赴
き
、

一
六
三
七
年
初
め
に
チ
ョ
ク
ト
ゥ
三
万
の
軍
を
一
日
で
繊
滅
し
た
。
こ
れ
に
は
カ
ラ
ク
ラ
の
死
を
う
け
て
チ
ョ
ロ
ス
部
長
を
継
い
で
間
も
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

バ
ー
ト
ゥ
ル
ー
フ
ン
タ
イ
ジ
も
加
わ
っ
て
い
た
。
こ
う
し
た
｝
連
の
事
件
を
通
じ
て
、
ハ
ル
一
族
も
オ
イ
ラ
ー
ト
族
も
互
い
に
ゲ
ル
ク
パ
の
庇

護
者
で
あ
る
と
い
う
点
で
、
連
帯
の
可
能
性
を
見
出
し
た
よ
う
で
あ
る
。
ゲ
ル
ク
パ
人
界
か
ら
の
働
き
か
け
も
あ
っ
て
、
一
六
四
〇
年
盛
、
バ

…
ト
ゥ
ル
ー
フ
ン
タ
イ
ジ
の
提
唱
に
よ
り
、
ハ
ル
ハ
と
オ
イ
ラ
ー
ト
を
代
表
す
る
王
侯
二
八
人
の
参
加
に
よ
る
一
大
会
盟
が
、
ジ
ュ
ン
ガ
ル
汗

国
の
根
拠
地
タ
ル
バ
ガ
タ
イ
で
開
催
さ
れ
た
。
こ
れ
に
は
、
オ
イ
ラ
ー
ト
側
か
ら
は
、
パ
ー
ト
ゥ
ル
ー
フ
ン
タ
イ
ジ
、
バ
イ
パ
ガ
ス
汗
の
後
を

継
い
だ
オ
チ
ル
ト
ゥ
ー
タ
イ
ジ
（
後
に
ツ
ェ
ツ
ェ
ン
汗
と
号
す
）
の
両
巨
酋
を
は
じ
め
、
青
海
か
ら
グ
シ
汗
、
ヴ
ォ
ル
ガ
河
下
流
域
へ
移
動
し

て
い
た
ト
ル
ダ
ー
ト
都
（
カ
ル
ム
ク
）
か
ら
ホ
翻
ウ
ル
リ
ュ
ク
等
等
、
ハ
ル
ハ
側
か
ら
は
、
ジ
ャ
サ
ク
ト
ゥ
汗
、
ト
ゥ
シ
ェ
ト
ゥ
汗
自
身
と
高

齢
の
チ
ェ
チ
ェ
ン
汗
に
は
代
っ
て
そ
の
二
子
、
ア
ル
ツ
ン
汗
等
等
、
の
参
加
が
み
ら
れ
た
。
た
だ
内
蒙
古
の
代
表
老
だ
け
は
出
席
し
な
か
っ
た

が
、
彼
ら
は
こ
の
時
期
す
で
に
形
式
上
・
実
質
上
両
面
に
お
い
て
、
清
朝
に
臣
属
し
て
い
た
か
ら
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
会
盟
の
結
果
、
前
記
の
モ
ン
ゴ
ル
・
オ
イ
ラ
ー
ト
法
典
が
制
定
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
基
本
的
内
容
は
、
ω
封
建
領
主
相
互
間

の
関
係
改
善
と
そ
れ
に
基
づ
く
内
戦
の
防
止
、
②
共
通
の
外
敵
に
対
す
る
軍
事
同
盟
の
保
障
、
③
封
建
的
支
配
構
造
の
強
化
、
こ
の
三
つ
に
要

約
で
き
る
。
な
お
ラ
マ
教
に
関
す
る
規
定
も
多
数
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
は
当
然
で
、
就
中
ゲ
ル
ク
パ
を
全
モ
ン
ゴ
ル
族
の
正
統
派
信
仰
と
し
て

確
認
し
、
異
端
に
対
す
る
闘
争
を
關
明
に
し
た
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
こ
の
法
典
は
、
ハ
ル
団
参
に
対
し
て
は
、
彼
ら
が
清
朝
に
帰
属
し
て
か

ら
は
そ
の
効
力
を
失
っ
た
が
、
オ
イ
ラ
ー
ト
族
に
対
し
て
は
、
ジ
ュ
ン
ガ
ル
呪
縛
期
を
通
じ
て
、
拡
充
と
修
正
を
繰
り
返
し
つ
つ
有
効
性
を
保

持
し
、
一
八
世
紀
中
葉
に
汗
国
が
清
朝
に
よ
っ
て
滅
亡
し
て
か
ら
も
、
カ
ル
ム
ク
・
ス
テ
ッ
プ
に
お
い
て
ロ
シ
ア
革
命
ま
で
そ
の
価
値
を
喪
失

し
な
か
っ
た
。
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前
置
が
や
や
長
く
な
っ
た
が
、
こ
の
法
典
の
前
文
は
、
祈
願
文
、
編
纂
年
月
日
、
及
び
出
席
者
の
名
か
ら
成
っ
て
い
る
。
而
し
て
祈
願
文
の

冒
頭
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

　
　
よ
き
平
安
あ
れ
。
　
二
衆
の
中
に
空
劫
の
鋤
き
徳
を
顕
わ
し
て
い
と
も
美
し
き
、
三
相
を
．
兼
ね
具
え
た
る
オ
チ
ロ
四
ダ
ラ
ー
ラ
マ
　
○
α
冒
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

　
　
α
鴛
ρ
げ
5
曇
簿
に
恭
礼
す
。

　
こ
の
オ
チ
ロ
四
ダ
ラ
ー
ラ
マ
が
ネ
イ
チ
ー
ト
イ
ン
そ
の
人
で
あ
る
こ
と
は
、
す
で
に
ゴ
ル
ス
ツ
ン
ス
キ
ー
国
・
e
・
弓
。
葛
δ
、
き
賓
鋒
氏
に
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
⑧
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‘

っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
因
に
ネ
イ
チ
ー
ト
イ
ン
の
正
式
の
称
号
は
、
団
①
冨
○
α
貯
α
ρ
養
。
誌
〇
三
山
㊤
剛
巴
臼
歯
甘
鰹
獄
菖
Φ
覧
9
8
《
ヨ
げ
○
鴇
9

寓
欝
巳
9
で
あ
る
。
　
こ
の
一
事
に
よ
っ
て
も
、
ネ
イ
チ
ー
ト
イ
ン
が
東
西
モ
ン
ゴ
ル
族
か
ら
い
か
に
厚
く
崇
敬
さ
れ
て
い
た
か
が
理
解
さ
れ
る

で
あ
ろ
う
。
祈
願
文
は
そ
の
他
に
、
　
シ
ャ
カ
ム
ニ
、
　
ツ
ォ
ン
カ
バ
、
パ
ン
チ
ェ
ン
ー
エ
ル
デ
ニ
、
ダ
ラ
イ
ラ
マ
、
イ
ン
ザ
ン
ー
リ
ン
ボ
チ
ェ

H
昌
N
舞
識
筈
。
α
①
に
捧
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
煎
文
に
関
し
て
も
う
一
つ
重
要
な
こ
と
は
、
法
典
制
定
の
場
に
立
会
っ
た
四
人
の
高
僧
に
つ
い
て
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

　
　
シ
ャ
カ
の
ト
イ
ン
の
父
な
る
イ
ン
ザ
ン
ー
リ
ン
ボ
チ
ェ
誇
吋
《
ρ
覧
口
8
団
貯
①
鰹
σ
q
Φ
同
昌
N
斜
昌
臥
口
げ
。
α
Φ
と
ア
ン
グ
ホ
ビ
ア
ー
ー
マ
ン
ジ
ェ
シ

　
　
リ
庭
σ
p
×
。
蓄
謹
辞
ε
・
ア
モ
ガ
“
シ
デ
ィ
↓
ン
ジ
・
シ
リ
雪
。
σ
q
ρ
ω
碁
5
ρ
景
興
〔
誰
％
〕
フ
ト
・
ク
ト
・
の
ゲ

　
　
ゲ
…
ン
区
暮
β
馨
β
覧
昌
σ
q
①
σ
q
⑩
⇔
の
御
前
に
て
、
バ
ー
ト
ゥ
ル
な
る
鉄
・
龍
と
い
う
年
（
臆
庚
辰
、
　
一
六
四
〇
）
の
秋
の
仲
の
月
の
初
五

　
　
臼
吉
日
に
、
エ
ル
デ
ニ
”
ジ
ャ
サ
ク
ト
ゥ
ー
ハ
ー
ン
を
は
じ
め
、
…
…
（
王
侯
名
士
）
…
…
…
四
〇
U
α
α
欝
（
目
東
モ
ン
、
コ
ル
族
）
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嘱
　
　
　
　
　
　
　
⑦

　
　
U
曾
げ
α
昌
（
“
オ
イ
ラ
…
ト
族
）
両
部
の
王
侯
ら
は
大
法
典
冤
畠
。
ぴ
3
一
を
大
い
に
記
せ
り
。

　
こ
こ
に
見
え
る
四
人
の
高
僧
の
一
人
フ
ト
ゥ
ク
ト
ゥ
の
ゲ
ゲ
ー
ン
が
、
こ
れ
も
ゴ
ル
ス
ツ
ン
ス
キ
i
氏
が
指
摘
し
た
如
く
、
ザ
ヤ
ー
パ
ン
デ

　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

イ
タ
そ
の
人
で
あ
っ
た
。
ザ
ヤ
ー
パ
ン
デ
ィ
遺
伝
に
は
法
典
暫
定
に
関
係
し
た
記
事
は
見
ら
れ
な
い
が
、
バ
ー
ト
ゥ
ル
ー
フ
ン
タ
イ
ジ
の
ジ
ェ

ン
ガ
ル
汗
国
建
設
事
業
に
側
面
か
ら
種
種
助
力
し
、
か
つ
「
ド
ゥ
ル
ベ
ン
一
挙
イ
ラ
ー
ト
の
大
小
王
侯
、
僧
、
俗
人
、
善
人
、
悪
人
全
て
に
頂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

飾
。
δ
《
首
α
冨
①
湾
と
し
て
崇
敬
さ
れ
た
」
ザ
ヤ
ー
パ
ン
デ
ィ
タ
が
、
会
盟
の
成
功
に
重
要
な
役
割
を
果
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
疑
い
の
な
い
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所
で
あ
る
。

　
な
お
他
の
三
人
の
高
僧
に
つ
い
て
は
、
遣
憾
な
が
ら
よ
く
分
ら
な
い
。
た
だ
し
イ
ン
ザ
ン
ー
リ
ン
ボ
チ
ェ
に
関
し
て
は
、
．
コ
ル
ス
ツ
ン
ス
キ

ー
氏
の
指
摘
す
る
如
く
、
ザ
ヤ
ー
パ
ン
デ
ィ
タ
伝
に
次
の
如
く
見
え
る
、
イ
ン
ザ
ン
ー
フ
ト
ゥ
ク
ト
ゥ
矧
雪
窪
諸
島
貯
ρ
窪
と
同
一
人
物
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぜ

ろ
う
。
同
伝
に
よ
れ
ば
、
　
一
六
四
〇
年
毎
タ
ル
バ
ガ
タ
イ
の
ウ
ス
ン
ー
ー
フ
ジ
ル
d
の
毎
戸
峯
ご
冒
に
お
い
て
、
ア
バ
ラ
イ
≧
）
a
鉱
（
阿
巴
頼
。

ホ
シ
ュ
ー
ト
部
の
バ
イ
パ
ガ
ス
汗
の
子
）
の
燭
タ
イ
ス
ン
ー
ハ
ト
ゥ
ン
↓
斜
覧
ω
β
コ
σ
q
×
曽
言
鵠
の
遺
骸
が
葬
ら
れ
た
場
所
に
塔
が
建
立
さ
れ
、
そ

の
落
慶
法
要
が
イ
ン
ザ
ン
ー
フ
ト
ゥ
ク
ト
ゥ
を
招
い
て
執
り
行
な
わ
れ
た
と
あ
り
、
ま
た
こ
の
時
イ
ソ
ザ
ン
ー
フ
ト
ゥ
ク
ト
ゥ
が
同
席
し
た
ザ

ヤ
ー
パ
ン
デ
ィ
タ
の
学
識
を
讃
え
て
、
こ
れ
に
ラ
ブ
ジ
ャ
ム
パ
ー
フ
ト
ゥ
ク
ト
ゥ
鑓
げ
び
団
孚
日
℃
9
（
〈
養
げ
ザ
げ
団
妙
日
ω
℃
ρ
）
図
二
ε
ρ
貯
の
称

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

号
を
贈
っ
た
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
な
お
ゴ
ル
ス
ツ
ン
ス
キ
…
氏
に
は
言
及
が
な
い
が
、
ザ
ヤ
ー
パ
ン
デ
ィ
タ
伝
に
は
、
も
う
一
箇
所
イ
ン
ザ

ン
ー
フ
ト
ゥ
ク
ト
ゥ
に
言
及
し
た
条
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
ザ
ヤ
ー
パ
ン
デ
ィ
タ
が
一
六
四
五
年
春
招
か
れ
て
ト
ル
ダ
ー
ト
部
を
巡
錫
し
、
翌
年

夏
帰
国
の
た
め
に
出
立
す
る
に
際
し
て
、
グ
ン
ブ
”
エ
ル
デ
ン
○
曽
ヨ
げ
ρ
団
①
乙
Φ
⇔
σ
q
（
部
長
ホ
曜
ウ
ル
リ
ュ
ク
×
o
α
二
¢
ρ
の
第
二
子
）
ら
が

莫
大
な
布
施
を
献
上
し
た
こ
と
に
つ
い
て
で
あ
る
。

　
　
グ
ン
ブ
ー
ー
エ
ル
デ
ン
は
〔
出
立
の
見
送
り
か
ら
〕
夕
方
戻
っ
て
来
た
晦
に
、
「
先
に
イ
ン
ザ
ー
フ
ト
ゥ
ク
ト
ゥ
謬
葵
×
三
5
愈
二
が
来
ら

　
　
れ
て
帰
ら
れ
る
時
に
は
こ
の
よ
う
で
は
な
か
っ
た
。
今
〔
布
施
を
〕
ざ
っ
と
数
え
て
も
、
畜
群
は
た
っ
ぷ
り
ニ
万
頭
は
あ
ろ
う
」
と
言
っ

　
　
た
。
（
切
O
℃
こ
留
）

　
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
か
つ
て
イ
ン
ザ
ン
ー
フ
ト
ゥ
ク
ト
ゥ
も
ト
ル
ダ
ー
ト
を
訪
れ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
ゴ
ル
ス
ツ
ン
ス
キ
ー

属
は
、
こ
の
活
仏
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
　
「
同
一
の
僧
が
仏
教
文
献
で
は
、
し
ば
し
ば
異
な
っ
た
名
称
で
現
わ
れ
て
い

る
こ
と
を
知
れ
ば
、
法
典
に
挙
が
っ
て
い
る
イ
ン
ザ
ン
ー
リ
ン
ボ
チ
ェ
が
、
ネ
イ
チ
ー
ト
イ
ン
の
父
の
ト
ル
ダ
ー
ト
侯
メ
ル
ゲ
ン
羅
テ
メ
ネ
隅

バ
ー
ト
ゥ
ル
に
よ
っ
て
招
請
せ
ら
れ
た
マ
イ
ダ
リ
ー
フ
ト
ゥ
ク
ト
ゥ
寓
⇔
添
髪
甲
醤
胃
讐
曙
（
チ
ャ
ガ
ン
ー
ノ
ム
ソ
ハ
ン
）
に
他
な
ら
な
い
、

と
い
う
案
を
提
出
し
う
る
。
こ
の
提
案
に
対
し
て
、
蒔
期
も
状
況
も
矛
盾
し
な
い
。
マ
イ
ダ
リ
ー
フ
ト
ゥ
ク
ト
ゥ
に
関
し
て
は
、
サ
ナ
ン
謄
セ
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チ
ェ
ン
の
年
代
記
に
、
ダ
ラ
イ
ラ
マ
の
最
初
の
代
理
と
し
て
、
一
六
〇
四
年
に
教
法
護
持
の
た
め
モ
ン
．
コ
リ
ア
へ
派
遣
さ
れ
た
と
言
わ
れ
て
い

る
。
彼
は
坐
鉢
地
と
し
て
ウ
ル
が
市
を
選
ん
だ
。
こ
の
フ
ト
ゥ
ク
ト
ゥ
の
影
響
下
に
オ
イ
ラ
ー
ト
の
宗
教
運
動
が
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
」
（
自

白
・
弓
。
蓉
蔓
零
讐
罫
望
箒
G
・
・
8
崎
壌
田
Φ
碧
H
ρ
雷
℃
・
⑩
㎝
占
9
昌
二
野
囲
・
同
山
ザ
H
b
。
）
。
果
し
て
そ
う
だ
ろ
う
か
。

　
か
つ
て
考
察
し
た
よ
う
に
、
ト
ル
ダ
ー
ト
侯
メ
ル
ゲ
ン
ー
ー
テ
メ
ネ
聴
バ
ー
ト
ゥ
ル
の
招
請
を
受
け
た
の
は
、
ま
ぎ
れ
も
な
く
チ
ャ
ガ
ン
ー
ノ

ム
ン
ハ
ン
で
あ
っ
た
が
、
し
か
し
、
そ
れ
は
マ
イ
ダ
リ
ー
フ
ト
ゥ
ク
ト
ゥ
で
は
な
く
て
、
内
蒙
古
ト
ゥ
メ
ト
の
ト
ン
コ
ル
ー
ー
マ
ン
ジ
ュ
シ
ュ
リ

ー
－
ジ
ャ
ム
ヤ
ン
ー
チ
ョ
エ
ジ
ェ
ω
叶
9
骨
犀
げ
。
目
導
践
奥
尻
瓢
ど
ρ
日
負
σ
曳
9
。
。
。
げ
。
ω
二
Φ
で
あ
っ
た
。
後
者
に
関
し
て
は
、
一
五
七
九
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ダ

に
ア
ル
タ
ン
汗
に
招
か
れ
て
蒙
古
に
来
り
、
　
一
五
八
九
年
に
は
ハ
ル
ハ
に
ア
バ
ダ
イ
汗
の
建
立
し
た
エ
ル
デ
ニ
“
ズ
ー
国
a
Φ
巳
］
毒
の
落

慶
法
要
に
当
っ
て
、
導
師
を
勤
め
た
こ
と
や
、
ザ
ヤ
ー
パ
ン
デ
ィ
タ
が
一
六
一
五
年
、
齢
一
七
歳
の
時
に
、
こ
の
人
に
就
い
て
受
戒
し
た
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

な
ど
が
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
チ
ャ
ガ
ン
ー
ノ
ム
ン
ハ
ン
に
対
す
る
ゴ
ル
ス
ツ
ン
ス
キ
ー
氏
の
比
定
自
体
は
誤
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、

イ
ン
ザ
ン
ー
フ
ト
ゥ
ク
ト
ゥ
を
マ
イ
ダ
リ
ー
フ
ト
ゥ
ク
ト
ゥ
に
比
定
す
る
説
は
、
依
然
検
討
に
習
い
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ナ
）

　
さ
て
マ
イ
ダ
リ
ー
フ
ト
ゥ
ク
ト
に
関
し
て
は
、
サ
ガ
ン
ー
－
セ
チ
ェ
ン
の
年
代
記
な
る
『
エ
ル
デ
ニ
イ
ン
ー
ト
プ
チ
国
a
①
鼠
磁
貯
8
σ
際
』

（
い
わ
ゆ
る
蒙
古
源
流
）
に
よ
る
と
、
　
こ
の
人
は
、
聖
パ
ド
マ
サ
ム
バ
ワ
師
の
精
神
子
な
る
大
慈
ジ
ャ
ム
バ
日
ギ
ャ
ム
ツ
ォ
　
磯
①
犀
。
霧
斜
型

　
　
　
　
　
　
ヴ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヴ

護
法
げ
黒
門
σ
騨
ご
9
日
α
o
の
化
身
で
、
名
は
ゲ
ン
ド
ゥ
ン
阻
ペ
ル
サ
ン
目
ギ
ャ
ム
ツ
ォ
ロ
シ
ュ
リ
ー
バ
ダ
ピ
α
q
Φ
⇔
O
⇔
⇔
σ
q
σ
巴
げ
α
N
撃
σ
q
ご
9
ヨ
α
o

ω
三
げ
巴
騨
（
〈
O
σ
q
①
ぜ
α
弩
α
℃
巴
σ
N
雪
茜
《
ρ
目
け
ω
げ
。
鴫
昌
げ
冨
震
声
）
と
言
い
、
一
五
九
二
年
に
生
ま
れ
、
一
二
歳
の
時
、
第
四
代
ダ
ラ
イ

ラ
マ
の
命
に
よ
り
、
モ
ン
ゴ
ル
地
方
に
座
主
が
居
な
い
か
ら
と
言
わ
れ
て
派
遣
さ
れ
、
十
三
歳
の
一
六
〇
四
年
に
内
蒙
古
に
到
着
し
、
直
ち
に

第
三
代
ダ
ラ
イ
ラ
マ
の
蒙
古
地
方
の
高
座
に
即
き
、
大
慈
マ
イ
ダ
リ
ー
フ
ト
ゥ
ク
ト
ゥ
く
⑦
岡
6
引
湯
畠
鰹
響
罪
報
ρ
臨
ρ
戴
け
摂
貯
と
諸
方
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

遍
く
称
せ
ら
れ
た
、
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
他
、
　
『
エ
ル
デ
ニ
イ
ン
ー
ト
プ
チ
』
に
は
、
こ
の
人
に
つ
い
て
、
＝
ハ
ニ
七
年
ま
で
の
内
蒙

古
で
の
治
績
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ゴ
ル
ス
ツ
ン
ス
キ
ー
氏
は
、
マ
イ
ダ
リ
ー
フ
ト
ゥ
ク
ト
ゥ
が
ウ
ル
ガ
に
坐
肱
し
た
よ
う
に
言
っ
て
い
る
が
、

そ
れ
は
恐
ら
く
同
氏
の
利
用
し
た
『
エ
ル
デ
ニ
イ
ン
罰
ト
プ
チ
』
の
シ
ュ
ミ
ッ
ト
訳
註
に
拠
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
シ
ュ
ミ
ッ
ト
説
は
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蒙古ラマ教史上の二人の弘法者（若松）

全
体
に
根
拠
に
乏
し
く
、
あ
ま
っ
さ
え
マ
イ
ダ
リ
ー
フ
ト
ゥ
ク
ト
ゥ
を
初
代
ジ
ェ
ブ
ツ
ン
日
ダ
ン
バ
ー
フ
ト
ゥ
ク
ト
ゥ
と
見
な
す
が
如
き
に
至

　
　
⑬
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

っ
て
は
、
荒
唐
無
稽
と
し
か
言
い
よ
う
が
な
く
、
そ
う
し
た
こ
と
は
、
早
く
矢
野
仁
一
心
に
よ
っ
て
批
判
さ
れ
て
い
る
。

　
マ
イ
ダ
リ
ー
フ
ト
ゥ
ク
ト
ゥ
を
以
て
イ
ン
ザ
ン
ー
フ
ト
ゥ
ク
ト
ゥ
に
比
定
す
る
説
は
、
疑
問
点
が
多
い
の
で
、
筆
者
と
し
て
は
、
承
認
し
難

い
。
し
か
し
ユ
ニ
ー
ク
な
説
で
は
あ
る
の
で
、
今
後
さ
ら
に
検
討
し
て
み
る
価
値
が
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
筆
者
と
し
て
は
、
イ
ン
ザ
ン
ー
フ
ト

ゥ
ク
ト
ゥ
に
つ
い
て
、
別
箇
に
検
討
を
加
え
て
お
き
た
い
。

　
さ
て
、
一
六
九
六
年
（
康
熈
三
五
）
五
月
、
ジ
ュ
ン
ガ
ル
汗
国
の
ガ
ル
ダ
ン
は
演
算
帝
の
親
征
軍
と
昭
木
多
q
欝
ヨ
。
α
o
に
戦
っ
て
大
敗
を

喫
し
た
こ
と
で
、
そ
の
没
落
は
も
は
や
決
定
的
と
な
っ
た
。
こ
の
戦
い
の
直
後
に
三
軍
に
投
降
し
た
オ
イ
ラ
ー
ト
人
の
丹
巴
二
藍
吟
∪
ρ
白
げ
9

×
ρ
鰹
×
ρ
ら
の
供
述
（
親
征
平
定
朔
漠
方
略
・
巻
二
七
、
康
熈
三
五
年
七
月
戊
午
の
条
）
に
、
ガ
ル
ダ
ン
の
退
路
は
、
も
は
や
故
国
ジ
ュ
ン
ガ
リ
ア
が

宿
敵
ツ
ェ
ワ
ン
u
ア
ラ
ブ
タ
ン
に
占
拠
さ
れ
て
い
て
、
そ
こ
に
は
な
く
、
ま
た
ト
ル
ダ
ー
ト
、
ロ
シ
ア
方
面
に
も
見
出
し
え
ず
、
残
る
唯
一
の

可
能
性
は
青
海
地
方
を
経
由
し
て
チ
ベ
・
ト
方
面
に
あ
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
噸
そ
の
理
由
と
し
て
・

　
　
噛
脂
玉
与
第
暮
雨
好
。
且
璃
激
減
楽
劇
臓
存
日
。
居
班
禅
門
図
克
図
所
。
謂
唐
古
特
国
之
臓
卜
察
一
城
人
。
乃
噛
爾
丹
前
生
サ
哨
庫
図
克

　
　
図
時
之
徒
弟
。
故
使
為
属
下
。
有
征
賦
之
人
在
。
沿
丁
丁
得
馬
匹
糧
糧
。
…
…

　
筆
者
は
、
こ
こ
に
見
え
る
サ
哨
庫
図
克
図
（
満
文
本
回
巳
ω
ρ
囚
5
。
ε
算
β
）
こ
そ
が
、
　
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
イ
ン
ザ
（
ン
）
ー
フ
ト
ゥ
ク
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

ウ
に
他
な
る
ま
い
と
考
え
る
。
従
っ
て
そ
の
転
生
巻
の
ガ
ル
ダ
ン
の
生
誕
が
西
暦
の
一
六
四
四
年
末
な
い
し
一
六
四
五
年
初
で
あ
っ
た
こ
と
か

ら
推
し
て
、
当
然
イ
ン
ザ
ー
フ
ト
ゥ
ク
ト
ゥ
は
そ
れ
と
同
時
期
に
入
寂
し
た
も
の
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
先
の
ザ
ヤ
ー
パ
ン
デ
ィ
タ
伝

の
記
事
も
、
こ
の
推
定
と
抵
触
す
る
も
の
で
は
な
い
。
な
お
、
唐
古
建
国
の
托
卜
察
城
（
満
文
本
↓
o
σ
。
ρ
げ
簿
。
ロ
）
が
イ
ン
ザ
（
ン
）
－
フ
ト
ゥ

ク
ト
ゥ
の
坐
肱
地
で
は
な
か
っ
た
か
と
も
考
え
ら
れ
る
。
近
着
の
N
騨
げ
貯
ロ
α
巳
部
首
け
筥
㊤
負
ω
ヨ
。
－
円
旨
。
訂
昌
園
Φ
鋸
鉱
。
昌
冒
夢
Φ
o
Q
①
＜
Φ
葺
争

窪
窪
O
Φ
馨
霞
ざ
図
O
B
2
お
刈
9
に
よ
る
と
、
別
の
見
地
か
ら
右
の
方
略
の
記
事
が
取
上
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
サ
酒
庫
図
克
雪
に
対
し
α
じ
d
①
苧

。・

翠
?
げ
暮
凛
菖
と
還
元
し
て
い
る
。
な
お
托
卜
察
に
対
し
て
は
、
円
げ
。
げ
毒
○
蜜
巴
”
か
と
推
定
し
、
　
こ
れ
が
正
し
け
れ
ば
、
σ
Q
同
ω
雪
の
夢
①
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＜
ρ
臨
。
《
○
臨
扇
げ
○
び
晦
○
冤
巴
に
当
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
（
H
甑
鳥
ら
や
G
。
O
堅
G
。
O
㎝
）
。
筆
者
と
し
て
も
こ
の
説
に
賛
亡
し
、
従
っ
て
間
題
の
ぎ
N
㊤

（
ε
メ
纂
自
ρ
9
に
つ
い
て
、
そ
の
原
語
を
〔
蕊
①
苧
ω
ρ
囚
び
β
貯
砦
郭
と
見
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

　
残
る
》
口
σ
q
σ
q
鼓
。
び
首
斜
雲
量
甘
似
三
（
〈
≧
富
。
ぴ
財
詔
旨
9
蕊
買
置
と
》
導
Q
σ
q
ρ
。
。
δ
白
麹
昌
音
曲
臥
（
》
日
。
σ
Q
げ
9
。
・
δ
α
ぼ
目
9
5
，
甘
絆
剛
）
に
つ

い
て
は
不
明
で
あ
る
。
ゴ
ル
ス
ツ
ン
ス
キ
ー
氏
に
よ
れ
ば
、
　
「
マ
ン
ジ
ュ
シ
リ
ー
フ
ト
ゥ
ク
ト
ゥ
客
蟹
の
貿
員
尋
準
×
青
驚
竃
望
の
名
が
ザ
ヤ
ー

パ
ン
デ
ィ
磯
伝
に
見
え
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
ザ
ヤ
ー
パ
ン
デ
ィ
タ
は
一
七
歳
の
時
（
一
六
一
六
年
〔
一
六
一
五
年
の
誤
り
一
筆
者
〕
）
マ
ン
ジ
ュ

シ
リ
ー
フ
ト
ゥ
ク
ト
ゥ
か
ら
受
戒
し
た
。
而
し
て
こ
の
受
戒
は
前
者
が
未
だ
生
地
に
居
て
チ
ベ
ッ
ト
に
赴
く
以
前
に
行
な
わ
れ
た
。
マ
ン
ジ
ュ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

シ
リ
ー
フ
ト
ゥ
ク
ト
ゥ
の
活
動
が
こ
の
時
ジ
ュ
ン
ガ
リ
ア
に
及
ん
で
い
た
こ
と
を
意
味
す
る
」
と
だ
け
述
べ
て
い
る
。
既
述
の
如
く
、
右
の
マ

ン
ジ
ュ
シ
リ
ー
フ
ト
ゥ
ク
ト
ゥ
は
、
私
見
に
よ
れ
ば
、
チ
ャ
ガ
ン
ー
ノ
ム
ン
ハ
ン
翻
ト
ン
コ
ル
ロ
マ
ン
ジ
ュ
シ
ュ
リ
；
1
ー
ジ
ャ
ム
ヤ
ン
ー
ー
チ
ョ
エ

ジ
ェ
の
こ
と
で
あ
る
が
、
一
六
一
五
年
に
ジ
ュ
ン
ガ
リ
ア
を
巡
錫
し
た
事
実
が
あ
る
こ
と
か
ら
し
て
、
後
に
法
典
制
定
の
場
に
立
合
っ
た
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

て
も
、
お
か
し
く
は
な
い
。
ゴ
氏
の
見
解
に
従
う
べ
き
も
の
が
あ
る
と
お
も
う
。
た
だ
し
跨
跡
σ
q
σ
q
×
o
σ
貯
ρ
導
ρ
ヨ
二
三
と
》
旨
。
σ
Q
ρ
ω
乙
三

旨
践
質
鰹
鼠
の
い
ず
れ
に
該
当
す
る
の
か
は
、
ゴ
氏
と
同
様
、
筆
者
に
も
分
ら
な
い
。
博
雅
の
士
の
示
教
を
乞
う
次
第
で
あ
る
。

　
さ
て
ザ
ヤ
ー
パ
ン
デ
ィ
タ
に
あ
っ
て
は
ネ
イ
チ
ー
ト
イ
ン
の
存
在
を
自
ら
知
っ
て
い
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
こ
と
は
、
次
の
事
実

か
ら
知
ら
れ
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
ザ
ヤ
ー
パ
ン
デ
ィ
タ
伝
に
よ
れ
ば
、
＝
ハ
四
一
年
ザ
ヤ
ー
パ
ン
デ
ィ
タ
は
ハ
ル
ハ
の
ジ
ャ
サ
ク
ト
ゥ
汗
の
招

請
を
受
け
て
そ
の
地
を
巡
錫
し
、
さ
ら
に
そ
の
年
に
ト
ゥ
シ
ェ
ト
ゥ
汗
、
チ
ェ
チ
ェ
ン
汗
に
も
あ
い
つ
い
で
招
か
れ
て
、
つ
い
に
ハ
ル
ハ
七
竃

の
三
大
汗
の
帰
依
処
と
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、
而
し
て
こ
の
時
ジ
ャ
サ
ク
ト
ゥ
汗
か
ら
、
　
「
二
、
三
年
私
共
の
も
と
に
お
留
ま
り
に
な
り
ま
せ

ん
か
」
と
求
め
ら
れ
た
の
に
対
し
、
ザ
ヤ
ー
パ
ン
デ
ィ
タ
が
、

　
　
　
　
　
　
鱒
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ル
）

　
　
「
三
人
の
聖
の
お
雷
葉
に
、
　
「
オ
チ
ロ
脹
ダ
ラ
ー
フ
ト
ゥ
ク
ト
ゥ
○
α
騨
。
島
属
養
×
暮
β
葺
は
七
二
（
日
ハ
ル
ハ
）
に
行
く
べ
し
。
私

　
　
　
　
　
　
（
べ
）
　
　
　
　
（
ラ
V

　
　
は
ド
ゥ
ル
ボ
ン
ー
オ
イ
ロ
ト
に
行
く
べ
し
」
と
済
わ
れ
て
い
る
か
ら
、
私
は
遅
滞
な
く
帰
り
た
い
」

　
　
と
言
っ
た
と
き
、
汗
も
「
ご
尤
も
で
す
」
と
答
え
た
。
（
切
O
℃
こ
鉢
㌣
㌻
）

se　（so）
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オ
チ
ル
雛
ダ
ラ
ー
フ
ト
ゥ
ク
ト
ゥ
す
な
わ
ち
ネ
イ
チ
ー
ト
イ
ン
が
、
東
モ
ン
ゴ
ル
族
の
地
に
布
教
の
場
を
選
び
、
か
つ
そ
れ
が
パ
ン
チ
ェ
ン

の
諭
し
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
ネ
イ
チ
ー
ト
イ
ン
伝
に
も
見
え
て
い
る
。

　
　
次
い
で
尊
ラ
マ
（
n
ネ
イ
チ
ー
ト
イ
ン
）
は
他
の
地
に
禅
定
を
な
す
た
め
に
行
き
た
い
と
考
え
て
、
ボ
ク
ド
イ
ソ
ー
ゲ
ゲ
ン
（
罰
パ
ン
チ

　
　
ェ
ン
）
に
申
し
上
げ
る
と
、
ボ
ク
ド
イ
ン
ー
ゲ
ゲ
ン
は
、

　
　
　
「
汝
の
か
つ
て
の
祈
願
と
関
係
あ
る
諸
諸
の
所
化
は
東
方
に
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
他
の
地
に
行
か
ず
、
ひ
た
す
ら
東
方
に
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

　
　
け
ば
、
教
法
と
有
情
の
た
め
に
利
益
広
大
と
な
ろ
う
」
と
諭
さ
れ
た
。
　
（
累
目
∪
こ
◎
。
目
）

　
以
下
、
ネ
イ
チ
ー
ト
イ
ン
と
ザ
ヤ
ー
パ
ン
デ
ィ
タ
の
行
状
に
つ
い
て
、
個
別
に
見
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。

　
①
拙
稿
「
オ
イ
ラ
ー
ト
族
の
発
展
」
『
世
界
歴
史
』
十
三
巻
所
収
、
岩
波
書
店
、
　
　
要
×
込
潮
旨
9
ρ
図
工
ぐ
ぎ
慈
亀
同
曳
蔭
×
母
暮
玄
α
δ
器
離
8
げ
α
【
o
δ
巴
σ
鉱
』

　
　
一
九
七
　
年
、
参
照
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
＝
ハ
一
八
年
よ
り
一
七
七
一
年
ま
で
、
つ
ま
リ
ト
ル
ダ
ー
ト
部
の
ジ
ュ
ソ
ガ
リ

②
　
山
口
瑞
鳳
「
顧
実
汗
の
チ
ベ
ッ
ト
支
配
に
至
る
経
緯
」
　
『
岩
井
博
±
古
稀
記
念

　
典
籍
論
文
集
恥
所
収
、
一
九
六
三
年
、
参
照
。
こ
の
論
考
に
お
い
て
、
チ
ョ
ク
ト

　
ゥ
の
ハ
ル
ハ
追
放
か
ら
グ
シ
汗
に
よ
る
討
伐
の
過
程
が
、
チ
ベ
ッ
ト
の
宗
教
状
勢

　
と
関
連
さ
せ
て
、
詳
細
に
考
究
さ
れ
て
い
る
。

③
客
e
■
弓
。
諺
↓
冨
。
民
昌
7
一
。
宥
。
き
－
。
言
鴛
。
委
㊦
。
・
飴
口
内
2
ぴ
二
2
0
8
営
嘘
9
α
二

　
H
c
。
c
。
9
↓
雲
。
↓
■
o
弓
■
同
■

④
↓
羨
》
宍
ρ
自
勺
．
刈
G
。
田
口
。
；
幽
。
悉
善
箪
学
ω
．

⑤
ト
イ
ソ
ま
《
三
と
は
、
王
族
出
身
の
僧
の
意
味
。
ネ
イ
チ
ー
ト
イ
ソ
の
ト
イ

　
ソ
も
こ
れ
で
あ
る
。

⑥
虐
昏
書
は
、
三
の
意
味
。
こ
の
字
が
入
っ
た
ま
ま
だ
と
、
文
意
上
、
イ
ソ
ザ

　
ン
ー
リ
ソ
ボ
チ
ェ
、
ア
ソ
グ
ホ
ビ
ア
賭
マ
ン
ジ
ュ
シ
リ
及
び
ア
モ
が
隔
シ
デ
ィ
H

　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　

　
マ
ン
ジ
ュ
シ
リ
三
人
の
フ
ト
ゥ
ク
ト
ゥ
の
ゲ
ゲ
ー
ソ
と
言
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
し

　
か
し
ソ
連
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
図
醤
館
蔵
写
本
に
は
、
こ
の
畷
霧
σ
p
⇒
の
字
は
な

　
く
（
田
山
茂
『
蒙
古
法
典
の
研
究
』
惣
嫁
学
術
振
興
会
、
一
九
六
七
年
、
附
図
四

　
頁
訳
文
参
照
）
、
ま
た
、
オ
イ
ラ
ー
ト
史
料
『
カ
ル
マ
ク
ー
ハ
ー
ン
ら
の
歴
史
綱

　
ア
よ
り
ヴ
ォ
ル
ガ
河
下
流
域
移
住
か
ら
清
朝
へ
の
来
帰
ま
で
の
問
の
、
そ
の
ハ
ー

　
ン
ら
の
歴
史
の
綱
要
を
記
し
た
も
の
）
（
［
（
塁
ン
葭
月
否
鵠
も
①
臼
。
蕎
↓
話
加
畠
焉
？

　
藁
諮
0
5
6
↓
＝
。
や
日
順
黛
一
翁
鳶
O
恥
×
開
塁
7
韓
月
霞
譲
　
閑
臥
唱
O
油
＝
匡
×
　
崖
ス
O
き
　
O
O
O
↓
鎚
葭
①
甲
一
＝
9
諭

　
〉
。
コ
。
ω
富
①
雷
疑
噛
幕
弓
。
召
貴
’
陪
㊤
尊
墨
意
識
。
↓
℃
．
b
。
）
に
も
、
法
典
の
前
文

　
が
引
用
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
に
も
こ
の
掌
・
だ
け
は
見
え
な
い
。
か
つ
後
述
す
る

　
如
く
、
フ
ト
ゥ
ク
ト
ゥ
の
ゲ
ゲ
ー
ン
は
特
定
の
人
物
を
指
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、

　
こ
の
ゴ
ル
ス
ツ
ソ
ス
キ
ー
ホ
の
饗
笹
杢
は
、
術
字
と
考
え
ら
れ
る
。

⑦
瞬
（
．
合
．
『
。
自
曇
莫
｝
き
曳
馴
奮
。
8
壽
棄
困
［
ρ
↓
⑦
［
（
。
↓
』
β
7
・
。
■

⑧
詳
7
；
＾
⑦
こ
6
弓
り
9
弓
咽
［
竃
【
開
婁
三
同
占
同
L
ド

⑨
ζ
尊
O
P
お
飴
．

⑩
o
ご
9
こ
。
。
ぴ
。
【
（
噛
＾
戸
「
。
弩
↓
蛍
｝
塁
タ
k
【
§
噸
8
戸
塁
奮
＝
ρ
。
↓
マ
Φ
9
胃
℃
；
歪
堅
三

　
一
1
一
ド
騰
．
た
だ
し
ゴ
ル
ス
ツ
ン
ス
キ
ー
氏
は
、
こ
の
時
葬
ら
れ
た
の
を
バ
イ
バ

　
ガ
ス
汗
だ
と
し
て
い
る
が
、
そ
う
で
は
な
い
。

⑬
拙
稿
「
カ
ル
ム
ッ
ク
に
お
け
る
ラ
マ
教
受
容
の
歴
史
的
野
田
」
、
参
照
。

⑫
国
玉
ゴ
鵠
器
三
。
。
。
貫
象
器
O
「
α
q
p
葭
拶
巳
。
，
。
ぎ
§
9
ω
討
・
9
姦
呂
ω
。
ぎ
自

81 （81）



　
O
霧
〇
三
〇
澤
ω
ぞ
㊦
鼻
ω
く
。
鵠
Q
α
o
o
o
箒
ω
◎
σ
q
騨
コ
α
貸
（
巴
貯
ω
ω
ρ
養
昌
眼
ω
①
o
o
障
ソ
b
ご
。
島
量

　
H
り
窃
9
g
o
α
〈
■

⑬
　
H
．
回
ω
o
げ
旨
一
鼻
一
〇
〇
ω
〇
三
〇
洋
。
留
門
○
。
。
ケ
窯
。
ロ
α
q
o
冨
戸
ω
け
℃
Φ
8
場
ぴ
嘆
σ
q
Ψ

　
H
◎
◎
b
o
O
”
ω
・
駆
H
◎
Q
・
旨
0
8
b
Ω
㊤
．

⑭
　
　
『
近
代
蒙
古
史
研
究
』
弘
文
堂
書
房
、
一
九
二
五
年
。
第
二
十
　
章
「
哲
布
尊

　
丹
巴
呼
図
克
図
の
出
現
及
び
庫
倫
の
起
源
」
、
特
に
二
二
六
頁
、
参
照
。

⑮
拙
稿
「
ツ
ェ
ワ
ン
・
ア
ラ
ブ
タ
ン
の
登
場
」
　
『
史
林
』
四
八
一
六
、
一
九
六
五

　
年
、
参
照
。

⑯
羽
国
明
「
ガ
ル
ダ
ソ
伝
雑
考
」
『
石
浜
先
生
古
稀
記
念
東
洋
学
論
叢
』
所
収
、

　
一
九
五
八
年
、
参
照
。

⑰
客
e
・
「
。
自
昌
養
（
鼻
曳
蕾
・
。
8
毒
器
甕
ρ
岩
歪
2
鎚
嗣
護
H
占
馬
鎧
。
ゼ
．
Φ
①
■

⑱
三
人
の
聖
と
は
、
ツ
ォ
ン
カ
バ
、
ダ
ラ
イ
ラ
マ
、
パ
ソ
チ
ェ
ソ
ー
エ
ル
デ
ニ
を

　
指
す
。

⑲
『
蒙
古
鋼
回
教
史
』
二
六
四
頁
、
参
照
。

82　（82）

二

　
ネ
イ
チ
ー
ト
イ
ン
伝
に
従
え
ば
、
ネ
イ
チ
ー
ト
イ
ン
は
ト
ル
ダ
ー
ト
の
大
隠
メ
ル
ゲ
ン
ー
テ
ベ
ネ
諸
巽
σ
q
①
¢
8
び
①
p
あ
の
子
で
（
二
目
U
こ

㎝
＜
）
、
九
十
七
蜜
興
①
U
Ω
o
δ
覧
郎
歳
で
癸
平
目
鍔
忌
日
。
鋼
鉱
の
年
（
一
六
五
三
）
の
十
月
十
五
日
入
寂
し
た
（
掛
日
U
こ
○
。
b
。
〈
）
。
し
て
み
る
と
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

メ
ル
ゲ
ソ
ー
ー
テ
ベ
ネ
が
ネ
イ
チ
ー
ト
イ
ン
を
儲
け
た
の
は
、
一
五
五
七
年
（
嘉
婿
三
六
）
年
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
因
に
ネ
イ
チ
ー
ト
イ
ン
伝
で

は
、
ネ
イ
チ
ー
ト
イ
ン
の
生
涯
に
関
し
て
右
の
干
支
を
唯
一
の
例
外
と
し
て
、
紀
年
は
一
切
付
さ
れ
て
い
な
い
。

　
さ
て
こ
の
享
年
は
モ
ン
ゴ
ル
人
と
し
て
は
余
り
に
長
す
ぎ
る
と
い
う
意
味
で
、
不
審
の
念
を
抱
か
せ
る
に
十
分
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
を
ハ
イ
シ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

ヅ
ヒ
氏
は
疑
っ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、
慧
眼
の
岡
田
英
弘
磯
は
オ
イ
ラ
ー
ト
の
英
雄
叙
事
詩
『
ウ
バ
シ
ー
ホ
ン
タ
イ
ジ
伝
』
の
史
実
性
を

考
察
し
た
論
考
に
お
い
て
、
メ
ル
ゲ
ン
ー
テ
ベ
ネ
の
生
年
を
考
証
し
て
、
第
一
に
、
メ
ル
ゲ
ン
ー
テ
ベ
ネ
の
再
従
兄
の
ホ
観
ウ
ル
リ
ュ
ク
×
o

α
昌
α
ρ
が
エ
ハ
四
四
年
ア
ス
ト
ラ
ハ
ン
を
攻
め
て
ロ
シ
ア
人
に
殺
さ
れ
る
ま
で
活
躍
し
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
再
従
弟
の
テ
ベ
ネ
も
同
じ
頃
の
人

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
第
二
に
、
筆
工
の
明
ら
か
に
し
た
、
メ
ル
ゲ
ン
u
テ
ベ
ネ
が
一
六
二
一
年
か
ら
一
六
三
〇
年
に
か
け
て
の
ロ
シ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

ア
外
交
文
書
に
現
わ
れ
る
こ
と
に
依
拠
し
て
、
か
り
に
メ
ル
ゲ
ン
臓
テ
ベ
ネ
が
一
五
五
七
年
に
ご
十
歳
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
一
六
三
〇
年
に

は
九
十
三
歳
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
り
、
し
か
し
こ
れ
は
前
述
の
ホ
ー
ウ
ル
リ
ュ
ク
と
の
関
係
か
ら
み
れ
ば
、
あ
ま
り
に
長
年
す
ぎ
て
疑
わ
し
い
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヴ

さ
れ
、
恐
ら
く
ネ
イ
チ
ー
ト
イ
ン
伝
の
「
九
十
七
」
歳
は
「
六
十
七
貰
弩
α
0
6
賢
2
歳
の
誤
刻
で
、
ネ
イ
チ
ー
ト
イ
ン
が
生
ま
れ
た
の
は
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一
五
八
七
（
万
暦
一
五
）
年
の
こ
と
で
あ
ろ
う
、
結
局
メ
ル
ゲ
ン
ー
テ
ベ
ネ
の
生
年
も
隆
慶
（
一
五
六
七
一
七
二
）
の
初
年
で
あ
っ
た
ろ
う
と
思
わ
れ

　
　
　
　
　
　
　
④

る
、
と
断
ぜ
ら
れ
た
。

　
筆
者
も
こ
の
見
解
に
全
面
的
に
賛
成
し
た
い
。
現
に
ネ
イ
チ
ー
ト
イ
ン
伝
自
体
に
も
、
ネ
イ
チ
ー
ト
イ
ン
の
享
年
と
矛
盾
す
る
と
お
も
わ
れ

る
記
述
が
あ
る
。
第
一
に
、
ネ
イ
チ
ー
ト
イ
ン
伝
に
よ
る
と
、
　
ネ
イ
チ
ー
ト
イ
ン
は
幼
時
よ
り
感
受
性
が
鋭
く
、
慈
悲
心
に
富
ん
で
い
た
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

（
そ
れ
故
に
父
か
ら
ネ
イ
チ
ロ
Φ
オ
際
〃
優
し
い
人
”
の
名
を
与
え
ら
れ
た
。
な
お
乳
名
は
ア
ビ
ダ
b
び
峯
ρ
〈
｝
巳
七
節
σ
げ
ρ
）
、
或
る
時
多
く
の

友
人
と
共
に
狩
猟
に
行
き
、
一
頭
の
孕
ん
だ
立
春
に
矢
を
射
っ
て
、
そ
の
腹
を
割
き
仔
を
出
し
た
と
こ
ろ
、
そ
の
驕
馬
が
舌
で
仔
を
甜
め
る
の

を
見
て
、
失
心
し
、
出
家
す
る
こ
と
を
お
も
い
た
っ
た
。
父
に
出
家
の
許
し
を
請
う
た
が
、
父
は
自
分
た
ち
夫
婦
の
老
後
を
み
と
る
も
の
が
い

な
く
な
り
、
鼻
下
を
託
す
も
の
も
い
な
く
な
る
と
言
っ
て
、
こ
れ
を
許
さ
な
か
っ
た
。
そ
う
こ
う
す
る
う
ち
に
父
が
一
人
の
娘
を
つ
れ
て
来
て
、

ネ
イ
チ
に
す
す
め
た
の
で
、
彼
も
父
母
の
命
令
に
従
わ
な
い
訳
に
は
い
か
ず
、
本
意
な
ら
ず
も
こ
れ
を
婆
り
、
一
子
を
儲
け
た
。
や
が
て
妃
と

子
供
に
も
心
厭
き
、
出
家
せ
ん
と
し
て
密
か
に
準
備
し
た
が
、
父
も
覚
っ
て
多
く
の
者
を
し
て
監
視
せ
し
め
た
。
一
日
、
ネ
イ
チ
が
テ
ン
ト
の

外
に
坐
っ
て
帰
依
発
心
経
犀
④
σ
q
9
西
昌
冒
簿
2
ぴ
費
二
く
ω
下
毛
げ
の
骨
脅
。
亘
騨
げ
ほ
α
）
を
読
ん
で
い
る
と
、
俄
に
旋
風
が
起
こ
り
、
そ
の
書
を
吹

き
去
っ
た
。
後
を
追
い
か
け
て
遠
く
に
行
っ
た
が
、
監
視
の
者
た
ち
に
気
付
か
れ
ず
、
脱
走
の
機
会
を
得
て
、
チ
ベ
ッ
ト
に
向
か
っ
た
。
か
く
し

て
タ
シ
ル
ン
ポ
に
到
着
し
て
、
パ
ン
チ
ェ
ン
の
も
と
で
修
業
を
積
み
、
そ
の
御
室
に
お
い
て
具
足
戒
を
授
か
り
、
栄
転
跨
甑
胃
昌
澄
職
ρ
げ
卑
鳥

（
〈
門
ω
げ
巳
吋
ξ
啓
ω
σ
q
富
9
σ
ρ
）
と
名
を
賜
わ
っ
た
。
別
に
ネ
イ
チ
ー
ト
イ
ン
と
一
般
に
称
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
も
こ
の
頃
か
ら
で
あ

っ
た
。
ネ
イ
チ
は
経
ω
巳
負
・
呪
什
錠
巴
の
二
つ
の
学
院
に
お
い
て
賢
者
に
学
び
、
ま
た
パ
ン
チ
ェ
ン
か
ら
灌
頂
と
教
訓
を
多
く
聴
く
を
得

⑥た
。
か
く
し
て
前
述
の
如
く
、
パ
ン
チ
ェ
ン
か
ら
東
方
伝
道
の
示
唆
を
授
け
ら
れ
、
蒙
古
に
行
き
、
帰
化
城
駁
α
冨
ゆ
○
蜜
地
方
に
住
し
て
、

余
生
を
苦
行
者
と
し
て
捧
げ
た
の
で
あ
っ
た
が
、
而
し
て
そ
の
余
生
は
、

　
　
総
じ
て
ア
バ
ガ
u
バ
ラ
山
》
σ
我
ρ
論
互
譲
覧
獅
我
巴
ρ
で
十
二
年
、
大
黄
帽
睦
7
欝
ヨ
壷
鐙
凶
φ
高
一
り
我
巳
で
二
十
三
年
、
合
わ
せ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

　
　
三
十
五
年
甚
だ
困
難
な
苦
行
を
以
て
禅
定
を
な
し
た
。
　
（
渚
円
O
ご
c
Q
ω
く
み
骨
）
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と
あ
る
。
右
の
一
連
の
記
事
を
以
て
、
ネ
イ
チ
ー
ト
イ
ン
の
生
涯
に
あ
て
は
め
て
み
よ
う
。

　
享
年
九
十
七
歳
説
に
従
え
ば
、
ネ
イ
チ
ー
ト
イ
ン
が
帰
化
城
へ
来
た
の
が
、
　
一
六
一
九
年
、
す
で
に
六
十
三
歳
の
老
齢
で
あ
っ
た
こ
と
に
な

る
。
と
こ
ろ
で
ハ
イ
シ
ッ
ヒ
幾
は
、
　
「
ネ
イ
チ
ー
ト
イ
ン
は
、
結
婚
と
一
子
の
誕
生
、
様
様
な
家
庭
の
妨
害
の
後
、
よ
う
や
く
出
家
し
た
。
タ

シ
ル
ン
ポ
に
お
い
て
彼
は
、
　
一
五
七
〇
年
に
坐
冷
し
た
パ
ン
チ
ェ
ン
ー
ロ
サ
ン
チ
ョ
エ
キ
ギ
ャ
ン
ッ
ェ
ン
　
じ
ご
δ
び
奉
》
o
プ
。
ω
犀
旨
戦
σ
q
｝
、
巴

簿
冨
ぎ
＝
の
指
導
下
に
学
ん
だ
。
完
全
な
僧
と
し
て
任
ぜ
ら
れ
る
ま
で
の
宗
教
的
研
鑛
と
し
て
、
一
般
に
十
工
年
閥
を
要
す
る
が
、
そ
れ
ま
で

に
も
少
な
く
と
も
二
十
五
歳
に
は
達
し
て
い
た
に
ち
が
い
な
い
。
そ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
彼
が
タ
シ
ル
ン
ポ
を
去
っ
た
の
も
一
六
世
紀
の
九
十

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

年
代
以
前
で
は
あ
り
え
な
か
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
よ
う
」
と
言
っ
て
い
る
。
そ
し
て
帰
化
城
地
方
に
来
て
三
十
五
年
経
過
し
た
後
、
入
寂
に
繁

る
ま
で
蒙
古
を
巡
錫
し
た
と
考
え
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
九
十
七
歳
享
年
説
が
す
で
に
矛
盾
を
来
し
て
い
る
以
上
、
こ
う
し
た
計
算
も
も
は
や

成
り
立
ち
え
な
い
。

　
こ
こ
で
穴
十
七
歳
享
年
説
に
基
づ
い
て
計
算
し
て
み
よ
う
。
ネ
イ
チ
ー
ト
イ
ン
が
帰
化
城
地
方
に
来
た
の
が
、
入
寂
よ
り
三
十
五
年
前
に
当

る
一
六
一
九
年
の
三
十
三
歳
の
時
に
な
り
、
ま
た
タ
シ
ル
ン
ポ
で
の
修
業
期
閥
を
ハ
イ
シ
ッ
ヒ
氏
に
従
っ
て
十
二
年
間
と
み
れ
ば
、
彼
が
タ
シ

ル
ン
ポ
に
初
め
て
赴
い
た
の
が
一
六
〇
七
年
頃
、
二
十
一
歳
程
度
の
時
と
な
る
。
こ
れ
よ
り
先
、
妃
を
嬰
っ
て
一
子
を
も
う
け
、
而
し
て
後
出

家
し
た
と
し
て
も
、
早
婚
の
風
の
あ
る
モ
ン
ゴ
ル
人
に
あ
っ
て
は
、
別
に
異
と
す
る
に
足
り
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
第
二
に
、
ネ
イ
チ
ー
ト
イ
ン
は
コ
ル
テ
ン
部
の
ト
ゥ
シ
ェ
ト
ゥ
汗
の
妃
ビ
ン
ト
ゥ
ー
ハ
ト
ゥ
ン
ゆ
営
σ
q
9
ρ
ρ
2
離
の
病
い
の
加
持
祈
薦
を

依
頼
さ
れ
て
、
帰
化
城
か
ら
当
地
へ
赴
く
途
中
で
入
寂
し
た
の
で
あ
っ
た
が
（
り
唄
一
門
囲
）
こ
　
Q
o
O
穏
一
Q
o
ω
噌
）
、
こ
の
時
九
十
七
歳
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、

そ
の
よ
う
な
長
途
の
旅
行
が
果
し
て
可
能
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

　
最
後
に
、
ゴ
ル
ス
ツ
ン
ス
キ
i
氏
が
ネ
イ
チ
ー
ト
イ
ン
の
生
年
を
一
五
八
六
年
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
恐
ら
く
享
年
六
十
七
歳
と
正
し
く

理
解
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
誤
っ
て
満
年
齢
で
逆
説
し
た
結
果
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

　
①
『
蒙
古
粥
尊
翰
史
』
も
、
ネ
イ
チ
ー
ト
イ
ソ
の
生
年
を
、
ラ
ブ
チ
ェ
ン
（
幻
菩
　
　
　
　
　
げ
冤
9
）
第
九
の
丁
巳
の
年
（
…
五
五
七
年
）
に
作
っ
て
い
る
（
購
書
二
六
三
頁
）
。
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し
か
し
こ
れ
は
、
翼
↓
U
■
に
見
え
る
入
寂
の
年
か
ら
逆
算
し
た
も
の
に
ち
が
い
な

　
い
。

②
ぞ
●
類
。
謬
［
σ
q
b
勺
。
罫

③
「
カ
ラ
ク
ラ
の
生
涯
」
『
策
洋
史
研
究
』
二
ニ
ー
四
、
　
九
六
四
年
、
参
照
。

④
岡
田
英
弘
「
ウ
バ
シ
・
ホ
ン
タ
イ
ジ
伝
考
釈
」
『
遊
牧
社
会
史
探
究
駈
三
二
冊
、

　
一
九
六
八
年
。
た
だ
し
岡
田
氏
は
、
一
五
五
七
年
に
メ
ル
ゲ
ソ
隠
テ
ベ
ネ
が
二
十

　
七
歳
で
あ
っ
た
と
仮
定
し
て
計
算
の
基
礎
を
雌
い
て
い
る
が
、
そ
れ
だ
と
氏
の
計

　
算
は
全
体
に
含
わ
な
く
な
る
。
二
十
歳
の
誤
植
で
あ
ろ
う
。

⑤
冥
。
旨
督
の
名
の
由
来
は
、
次
の
如
く
で
あ
る
。

　
　
自
己
と
他
人
、
家
臣
と
平
民
、
は
た
畜
群
を
も
差
別
せ
ず
同
視
し
た
が
故
に
、

＠＠＠＠
為
す
こ
と
が
優
し
い
図
δ
楓
－
o
こ
と
か
ら
、
父
ノ
ヤ
ン
が
閉
。
旨
警
（
腱
優
し
い

人
）
と
名
づ
け
た
と
雷
わ
れ
る
。
（
累
月
U
こ
刈
く
）

累
同
隔
）
こ
α
＜
1
Q
Q
円
．
な
お
『
蒙
古
醐
網
腐
鮮
教
史
』
二
穴
一
一
一
一
二
山
ハ
四
一
貝
、
参
昭
曲
。

『
蒙
古
劇
購
教
史
』
に
も
、
次
の
よ
う
に
言
う
。

次
い
で
彼
の
尊
者
（
“
パ
ン
チ
ェ
ン
）
の
宝
命
の
如
く
、
東
方
に
行
き
、
洞
窟

の
諸
住
所
を
浪
ひ
て
、
遂
に
青
城
（
帰
化
城
）
の
地
方
に
住
み
け
り
。
そ
の
後

方
諸
山
の
洞
窟
等
を
三
十
五
年
の
問
諸
諸
の
苦
行
成
就
の
道
場
と
な
し
た
り
。

（
同
蝦
］
二
六
四
百
ハ
）

ノ
＜
．
国
。
δ
q
。
茜
■
o
勺
9
汁
二
〇
自
貯
9
0
σ
頃
ざ
ρ
H
崔
”
ω
■
b
Ω
0
①
凸

界
（
戸
一
♂
O
鳶
↓
さ
肖
2
（
嵐
r
と
（
呂
．
0
2
＝
＝
①
｝
窺
ρ
讃
℃
一
設
①
【
峯
一
ヨ
コ
H
－
Q
◎
噂
。
芒
■
刈
亟
．

三

蒙古ラマ教史上の二人の弘法者（若松）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
彼
は
タ
シ
ル
ン
ポ
を
後
に
す
る
と
、
先

　
以
下
ネ
イ
チ
ー
ト
イ
ン
伝
に
従
っ
て
、
ネ
イ
チ
ー
ト
イ
ン
の
お
お
よ
そ
の
足
跡
を
辿
っ
て
み
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぱ

ず
ハ
ル
ハ
の
チ
ョ
イ
ラ
ン
ー
ジ
ャ
イ
サ
ン
O
o
覧
第
コ
σ
q
潜
覧
ω
窪
σ
q
な
る
者
を
訪
れ
て
説
法
し
た
。
し
か
し
そ
の
滞
在
は
短
か
く
、
次
い
で
、

蒙
古
ラ
マ
教
の
一
大
中
心
地
帰
化
城
に
赴
い
た
（
窯
日
U
こ
◎
。
く
）
。
彼
は
こ
の
地
方
の
チ
ョ
ク
ト
ゥ
腫
シ
ュ
ミ
ル
山
O
o
讐
ロ
十
二
ぴ
罎
我
乱
ρ
中

の
ア
バ
ガ
ー
ハ
ラ
山
を
苦
行
成
就
の
道
場
と
な
し
、
世
間
の
所
作
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
尊
大
な
る
こ
と
も
な
く
、
卑
賎
に
住
し
て
教
法
と
有
情
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

利
益
を
な
し
た
。
彼
の
名
声
は
し
だ
い
に
高
ま
っ
た
。
帰
化
城
ト
ゥ
メ
ト
都
の
支
配
老
（
目
鈴
巳
⑦
α
巳
葛
質
置
£
窪
）
の
オ
ム
ブ
ー
フ
ン
タ
イ

ジ
○
日
9
ρ
§
σ
q
夢
《
芸
（
ア
ル
タ
ン
汗
四
代
の
孫
）
が
、
　
ネ
イ
チ
ー
ト
イ
ン
を
招
請
し
て
法
を
求
め
た
に
際
し
、
可
畏
金
剛
α
o
㏄
銭
毛
α
瞠

齢
受
話
巳
⊆
㏄
9
と
密
集
親
柱
α
ρ
ρ
三
聖
窪
σ
q
蚤
一
、
最
勝
楽
二
巴
ハ
会
誌
旨
三
塁
亭
ρ
等
の
灌
頂
を
授
け
た
こ
と
が
伝
記
に
特
筆
大
書
さ
れ
て
い

②る
（
窯
日
H
）
．
》
塾
○
昏
○
く
一
b
O
G
o
吋
）
。
そ
う
す
る
内
に
十
二
年
が
経
ち
、
ネ
イ
チ
ー
ト
イ
ン
は
、
「
一
般
に
苦
行
者
が
同
じ
処
に
久
し
く
住
す
る
の
は
適
当

で
な
い
か
ら
、
他
の
土
地
を
放
浪
し
て
禅
定
を
重
ね
た
い
」
（
下
川
U
こ
ト
。
⑩
〈
）
と
し
て
、
三
十
人
の
比
丘
を
従
え
て
去
り
、
帰
化
城
の
北
東
方

の
一
大
山
、
　
「
大
黄
帽
」
に
来
っ
た
（
窯
円
U
ご
G
。
O
〈
1
ω
胃
）
。
筆
者
の
推
定
に
よ
れ
ば
、
ネ
イ
チ
ー
ト
イ
ン
が
チ
ョ
ク
ト
ゥ
朋
シ
ュ
ミ
ル
山
の85　（85）



道
場
を
去
っ
た
の
が
一
六
三
〇
年
頃
と
な
る
が
、
そ
の
動
機
の
背
景
と
し
て
、
清
の
太
宗
の
た
め
に
鴬
遷
を
よ
ぎ
な
く
せ
し
め
ら
れ
た
チ
ャ
ハ

ル
の
リ
ン
ダ
ン
汗
に
よ
り
、
帰
化
城
が
一
六
二
八
年
来
占
領
さ
れ
、
か
つ
、
こ
の
汗
が
ゲ
ル
ク
パ
に
敵
意
を
寄
せ
た
と
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

の
地
方
が
混
乱
の
極
に
陥
っ
て
い
た
状
況
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
　
、

　
さ
て
「
大
黄
帽
」
の
地
が
新
た
に
苦
行
成
就
の
道
場
と
な
っ
た
が
、
　
「
ラ
マ
（
ー
ネ
イ
チ
ー
ト
イ
ン
）
は
大
黄
網
に
来
て
無
雷
を
破
る
こ
と

が
な
か
っ
た
。
折
折
少
時
破
る
外
は
、
二
十
三
年
閥
禅
定
を
な
し
た
」
．
（
累
6
U
ご
。
。
。
。
く
）
と
言
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
東
方
布
教
の
本
格
的
活

動
は
、
む
し
ろ
こ
の
時
期
の
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
方
面
の
活
動
状
況
に
つ
い
て
は
、
　
『
蒙
古
冷
評
教
史
』
が
簡
に
し
て
要
を
得
た
記
述
を
残

し
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
繰
返
し
を
厭
う
て
述
べ
な
い
。
た
だ
そ
の
遍
歴
の
道
程
に
は
、
チ
ャ
ハ
ル
、
オ
ン
ニ
ュ
L
ト
、
ア
オ
ハ
ン
、
ナ
イ

マ
ン
、
ゴ
ル
ロ
ス
一
　
コ
ル
テ
ン
等
の
諸
地
方
が
数
え
ら
れ
、
盛
京
城
該
津
σ
q
伽
。
ゆ
ρ
○
夢
⇒
に
太
宗
皇
帝
8
ρ
旨
α
き
0
9
論
騨
賢
p
を
往
訪
し
た
こ

と
も
あ
っ
た
。
而
し
て
こ
の
時
、

　
　
聖
主
（
趾
太
宗
）
の
言
う
に
、

　
　
「
汝
を
見
る
に
、
良
き
一
ラ
マ
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
験
の
帰
依
処
と
な
っ
て
住
せ
よ
。
汝
に
詩
話
す
べ
き
寺
院
を
建
立
し
て
与
え
よ
う
」

　
　
と
詔
あ
っ
た
と
き
、
ラ
マ
は
、

　
　
「
私
は
と
言
え
ば
、
諸
地
方
を
遍
歴
す
る
環
末
の
苦
行
者
で
あ
っ
て
、
聖
主
の
恭
礼
を
受
け
た
な
ら
、
そ
の
偉
大
な
名
声
に
漏
精
と
な
り

　
　
ま
し
よ
う
偏
（
属
日
∪
‘
障
ぐ
）

と
雷
っ
て
、
こ
れ
を
拝
辞
し
た
。
ま
た
彼
の
生
涯
の
晩
年
に
、
世
祖
順
治
帝
が
重
病
を
患
っ
た
と
き
、
勅
命
に
よ
り
、
加
持
祈
濤
を
修
す
べ
く

北
京
に
招
か
れ
た
が
・
こ
の
時
も
・
募
些
末
の
ト
イ
ン
に
す
ぎ
な
い
と
述
べ
て
・
拝
辞
し
て
い
如

　
ネ
イ
チ
ー
ト
イ
ン
の
後
半
生
は
蒙
古
各
地
へ
の
巡
錫
に
明
け
く
れ
た
が
、
常
に
苦
行
者
と
し
て
の
姿
勢
は
失
わ
れ
な
か
っ
た
。

　
　
ラ
マ
の
ゲ
ゲ
ン
は
賎
し
い
乞
食
の
姿
で
徒
歩
で
行
か
れ
た
が
、
弟
子
の
或
る
者
は
鍋
と
鋤
・
鍬
を
背
負
い
、
図
る
者
は
経
典
と
法
衣
を
背

　
　
負
い
、
ラ
マ
の
後
に
つ
き
従
っ
て
、
い
つ
も
の
如
く
村
に
立
寄
ら
ず
、
険
し
い
道
を
通
っ
て
い
っ
た
。
（
冥
6
U
こ
ω
劇
く
）
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蒙古ラマ教史上の二人の弘法者（若松）

　
巡
錫
の
途
次
気
に
入
っ
た
山
が
あ
る
と
、
弟
子
に
そ
の
地
の
石
を
拾
わ
し
め
、
将
来
寺
院
を
建
立
し
法
を
広
め
る
た
め
の
徴
と
な
し
た

（
冥
8
U
こ
ω
曾
）
。

　
と
こ
ろ
で
、
ネ
イ
チ
ー
ト
イ
ン
が
結
界
地
鎮
を
な
し
て
建
立
さ
れ
た
寺
院
の
内
で
、
最
も
注
議
す
べ
き
は
コ
ル
テ
ン
部
内
の
バ
ヤ
ン
ー
ホ
シ

グ
ン
帯
し
d
曙
ρ
昌
ρ
o
ω
訂
目
下
冨
絃
α
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
は
、
　
コ
ル
テ
ン
は
じ
め
内
蒙
古
の
十
旗
ρ
o
ω
藁
巨
の
王
・
貝
勒
・
貝
子
ら
大
小
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

ヤ
ン
が
、
ネ
イ
チ
ー
ト
イ
ン
に
坐
妹
を
仰
ぐ
た
め
に
、
建
立
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
後
に
彼
の
舎
利
も
境
内
の
塔
に
安
置
さ
れ
る
に
至
っ
た
。

　
ネ
イ
チ
ー
ト
イ
ン
は
平
明
な
表
現
を
駆
使
し
て
民
衆
に
説
法
し
、
殺
生
を
絶
ち
、
オ
ン
ゴ
ン
（
偶
像
）
崇
拝
を
廃
し
、
三
宝
に
恭
礼
す
る
よ

　
　
　
　
⑦

う
に
教
え
た
。
而
し
て
彼
が
最
も
重
ん
じ
た
の
は
、
密
集
客
母
薮
ρ
論
霞
ぐ
録
σ
Q
朝
寒
（
○
。
。
曽
診
＃
身
ρ
ω
ζ
・
○
彊
財
）
δ
－
。
。
弓
馬
a
節
）
と
可
壷
金
醐

く
ρ
ヨ
ρ
幹
㊤
冨
（
園
創
。
ご
Φ
息
σ
q
ω
ξ
①
負
ω
ξ
■
く
塑
8
餌
暮
巴
鼻
）
の
現
観
の
執
持
で
あ
っ
た
。
　
こ
れ
に
関
し
て
、
彼
の
一
大
檀
越
と
な
っ
た
コ

ル
テ
ン
部
の
ト
ゥ
シ
ェ
ト
ゥ
ー
ハ
ガ
ン
6
房
嘗
あ
み
二
ρ
我
録
の
言
口
を
、
伝
記
か
ら
引
用
し
て
お
こ
う
。

　
　
仏
法
を
新
た
に
興
隆
せ
し
め
る
に
当
っ
て
、
慈
悲
の
方
便
に
よ
っ
て
導
く
た
め
に
、
　
（
ハ
ガ
ン
は
宣
言
す
る
に
）
　
「
密
集
〔
の
経
〕
を
暗

　
　
論
ず
る
老
に
は
馬
を
与
え
よ
う
。
可
畏
金
壷
〔
の
経
〕
を
拝
直
す
る
者
に
は
牛
を
与
え
よ
う
」
（
客
8
∪
こ
劇
①
〈
）

　
ネ
イ
チ
ー
ト
イ
ン
は
入
寂
の
直
前
に
、
教
法
に
対
す
る
功
績
が
も
と
で
、
ま
こ
と
に
不
快
事
を
経
験
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
伝
記
に

よ
れ
ば
（
甥
6
U
こ
置
く
為
寄
）
、
か
ね
て
か
ら
サ
キ
ャ
パ
の
某
法
主
ω
霧
開
下
等
8
旨
出
路
ρ
農
ρ
昌
は
ネ
イ
チ
ー
ト
イ
ン
を
教
法
上
の
敵
と
見

な
し
、
か
つ
、
そ
の
人
望
を
妬
ん
で
い
た
が
、
後
者
が
世
祖
の
重
病
に
さ
い
し
灌
頂
を
乞
わ
れ
て
招
か
れ
た
と
聞
い
て
、
世
祖
に
中
傷
せ
ん
も

の
と
上
奏
し
た
。

　
　
「
一
般
に
灌
頂
を
受
け
た
な
ら
ば
、
弟
子
と
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
灌
頂
を
授
け
た
ラ
マ
を
仏
の
如
く
敬
い
、
脆
伏
し
な
け
れ
ば
な

　
　
ら
な
い
。
そ
の
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
、
か
え
っ
て
有
害
で
あ
る
か
ら
、
灌
頂
を
受
け
て
は
な
ら
な
い
」

と
言
い
、
次
い
で
再
び
上
奏
し
て
、

　
　
「
こ
の
ネ
イ
チ
ー
ト
イ
ン
ー
ラ
マ
は
北
方
モ
ン
ゴ
ル
に
行
き
、
自
ら
仏
の
直
ぐ
振
舞
い
、
弟
子
の
金
て
に
白
ヤ
マ
ン
タ
ー
カ
、
黄
ヤ
マ
ン
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タ
ー
カ
、
黒
ヤ
マ
ン
タ
ー
カ
、
赤
ヤ
マ
ン
タ
ー
カ
、
緑
ヤ
マ
ン
タ
ー
カ
、
白
ヴ
ァ
イ
ロ
チ
ャ
ナ
直
隠
9
舞
⇒
φ
と
言
う
仏
の
名
号
を
与
え
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ル
ガ
ル

　
　
か
つ
亦
仏
の
最
も
深
遠
精
密
な
る
秘
密
経
典
金
剛
乗
ヤ
マ
ン
タ
ー
カ
等
を
、
善
人
・
悪
人
の
区
別
な
く
、
秣
桶
運
び
・
糞
拾
い
・
命
拾
い

　
　
の
老
た
ち
に
も
、
な
べ
て
等
し
く
隠
す
と
こ
ろ
な
く
暗
呈
せ
し
め
た
扁
と
言
う
外
、
他
の
言
葉
で
も
訴
え
た
。

　
し
か
し
皇
帝
に
あ
っ
て
は
、
　
「
験
は
俗
界
に
生
ま
れ
た
ハ
ガ
ン
で
あ
る
か
ら
、
教
法
の
道
理
は
分
ら
な
い
。
ダ
ラ
イ
ラ
マ
が
到
着
し
た
後
、

こ
れ
に
伝
え
よ
う
」
と
勅
あ
っ
て
、
自
ら
は
審
理
を
行
な
わ
な
か
っ
た
。
や
が
て
第
五
代
ダ
ラ
イ
ラ
マ
が
入
京
し
た
（
そ
の
北
京
滞
在
期
間

は
、
旧
暦
一
六
五
二
年
十
二
月
～
五
三
年
二
月
）
。
勅
命
に
よ
り
、
ダ
ラ
イ
ラ
マ
の
接
待
事
務
は
ガ
バ
ラ
公
○
騨
び
自
脈
σ
q
雪
σ
q
に
一
任
さ
れ
、

従
っ
て
、
サ
キ
ャ
ー
ノ
ム
ン
ハ
ガ
ン
の
訴
状
の
件
も
こ
の
者
の
処
置
に
委
ね
ら
れ
た
。
と
こ
ろ
が
、
ヨ
ガ
バ
ラ
公
と
サ
キ
ャ
ー
ノ
ム
ン
ハ
ガ
ン

の
二
人
は
以
前
か
ら
大
変
に
親
密
で
あ
っ
た
上
、
〔
前
者
は
後
者
か
ら
〕
賄
を
た
っ
ぷ
り
受
け
取
っ
て
い
た
こ
と
、
及
び
ダ
ラ
イ
ラ
マ
の
伝
奏

ゲ
リ
ン
聾
ガ
プ
チ
ュ
○
①
誉
ρ
σ
Q
餌
げ
α
β
が
モ
ン
ゴ
ル
語
に
疎
か
っ
た
た
め
に
、
言
葉
を
取
り
違
え
て
伝
奏
し
た
こ
と
の
た
め
に
、
　
〔
ダ
ラ
イ
ラ

マ
は
〕
ラ
マ
（
－
ー
ネ
イ
チ
ー
ト
イ
ン
）
を
非
と
し
て
、
　
『
か
つ
て
聖
（
1
ー
ネ
イ
チ
ー
ト
イ
ン
）
に
邊
遁
し
て
以
来
従
っ
て
来
た
三
十
人
の
大
比

丘
と
他
の
三
十
人
の
小
弟
子
は
こ
と
ご
と
く
帰
化
城
に
住
せ
し
め
よ
。
亦
残
る
六
十
人
の
僧
は
ベ
イ
ジ
ー
マ
ン
ジ
ュ
シ
ュ
リ
の
寺
に
住
せ
し
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

よ
』
と
定
め
た
の
で
あ
っ
た
」
。

　
こ
の
結
果
、
ネ
イ
チ
ー
ト
イ
ン
は
バ
ヤ
ン
ー
ホ
シ
グ
ン
寺
を
出
て
帰
化
城
に
去
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
が
、
こ
の
時
コ
ル
テ
ン
部
の
罠
は
地

位
の
上
下
を
問
わ
ず
、
「
母
と
子
が
別
れ
る
が
如
き
」
（
翼
↓
U
ご
ミ
く
）
別
離
の
悲
し
み
に
く
れ
た
と
言
わ
れ
る
。
し
か
し
帰
化
城
に
落
ち
着
く

間
も
な
く
、
コ
ル
テ
ン
王
妃
の
公
主
ビ
ン
ト
ゥ
ー
ハ
ト
ゥ
ン
病
篤
し
と
の
報
ら
せ
に
接
し
、
世
祖
の
勅
命
と
弟
子
た
ち
の
た
っ
て
の
懇
請
に
よ

り
、
そ
の
加
持
裏
張
を
修
す
べ
く
出
立
し
た
。
そ
し
て
オ
ン
ニ
ュ
ー
ト
部
内
の
シ
ル
が
河
ω
貯
醒
凶
虫
ぼ
塔
9
の
北
岸
に
達
し
た
と
き
、
ハ
ト

ゥ
ン
の
計
報
を
受
け
、
止
む
な
く
引
き
返
す
途
中
で
自
ら
も
入
寂
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
こ
こ
で
、
伝
記
に
従
っ
て
、
ネ
イ
チ
ー
ト
イ
ン
の
施
主
α
σ
q
蔚
。
受
ヨ
2
Φ
昌
と
な
っ
た
モ
ン
ゴ
ル
王
侯
の
名
を
掲
げ
よ
う
。

　
チ
ン
ギ
ス
ー
ハ
ガ
ン
の
根
基
の
内
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蒙古ラマ教史上の二人の弘法者（若松）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

パ
ー
リ
ン
切
m
タ
欝
｝
ρ
の
チ
ブ
ダ
ン
王
Ω
σ
量
影
乏
千
日
σ
q
。
ア
オ
ハ
ン
諺
o
ρ
舘
冒
の
ブ
ダ
王
切
目
夢
叢
き
σ
p
、
バ
ン
デ
ィ
自
切
巴
日
臼
≦
霞
お
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

メ
ル
ゲ
ン
王
冒
Φ
H
σ
q
Φ
昌
≦
ρ
ゆ
σ
q
。
ナ
イ
マ
ン
累
巴
日
ρ
昌
の
ウ
チ
ル
ロ
ダ
ル
ハ
ン
王
芝
α
貯
α
震
ρ
ρ
P
ミ
ρ
鄭
σ
q
。
東
ジ
ャ
ル
ー
ト
鴇
Φ
σ
Q
惇
魏
黒
影
O

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

の
ネ
イ
チ
ー
ハ
ン
客
。
絃
鰹
戸
口
旨
、
　
チ
ャ
ン
ギ
プ
目
ハ
勒
○
穿
ゆ
昌
σ
q
σ
q
ま
口
び
Φ
唄
鍛
Φ
。
　
西
ジ
ャ
ル
ー
ト
b
ご
胃
ρ
帆
g
昌
す
暑
ロ
の
サ
ブ
ン
腿
ダ
ル
ハ
ン
四

バ
ガ
ト
ゥ
ル
貝
勒
ω
ρ
げ
尽
目
伽
錠
の
即
コ
σ
白
乾
窪
σ
①
旨
♂
、
マ
ニ
皿
チ
ン
四
バ
ガ
ト
ゥ
ル
公
鼠
ρ
巳
鰹
昌
σ
q
げ
㊤
眠
霧
脅
α
Q
儲
昌
σ
q
。
東
バ
ー
リ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

｝
①
σ
q
¢
跡
び
凝
ρ
誌
口
の
マ
ン
ジ
ュ
シ
ュ
リ
ー
甘
子
言
ρ
昌
齎
警
㍑
げ
①
瓢
ω
①
、
ジ
ェ
ル
チ
ン
貝
子
｝
霞
三
型
げ
¢
覧
の
Φ
。
ト
ゥ
メ
ト
8
¢
旨
㊦
伽
の
ラ
ス

キ
ャ
ブ
ス
貝
子
い
轡
。
。
同
ぐ
孚
σ
ω
び
①
覧
ω
o
。
ケ
シ
ク
チ
ン
国
Φ
ω
茜
砕
Φ
⇔
の
ジ
ャ
サ
ク
目
ソ
ェ
ナ
ム
｝
ρ
。
。
伊
咽
ω
o
α
コ
9
ヨ
。

　
ハ
サ
ル
（
龍
チ
ン
ギ
ス
ー
ハ
ガ
ン
の
弟
）
の
根
基
の
内

コ
ル
テ
ン
ρ
o
H
α
貯
の
ト
ゥ
シ
ェ
ト
ゥ
！
ハ
ガ
ン
6
¢
ω
熔
①
窪
ρ
ρ
㏄
ρ
昌
、
ジ
ャ
サ
洗
ト
ゥ
龍
ド
ゥ
グ
レ
ン
郡
王
ブ
ダ
チ
一
跨
ρ
官
爵
α
⇔
σ
q
費
①
ゆ
σ
q

吼
唄
鯵
⇒
≦
9
郎
σ
資
σ
彊
α
ρ
鰹
、
バ
ダ
リ
臓
ト
ゥ
シ
ェ
ト
ゥ
親
王
切
ρ
山
ρ
嵩
窪
ω
蔓
①
暮
鰹
ロ
要
9
β
σ
q
、
オ
ク
シ
ャ
ン
皿
ジ
ョ
リ
ク
ト
ゥ
親
王
○
監
ρ
コ

く

置
巨
長
窪
鰹
昌
≦
ρ
昌
σ
q
他
。
ジ
ャ
ラ
イ
ト
一
口
ρ
曳
雛
の
貝
子
モ
ン
グ
ワ
皿
ダ
ル
ハ
ン
腱
ホ
シ
グ
チ
じ
d
Φ
覧
。
Q
Φ
ヨ
○
ゆ
σ
q
姻
苧
鉾
α
霞
ρ
ρ
ゆ
ρ
o
ω
舘
g
驚
。

ド
ゥ
ル
ベ
ー
ト
U
雪
げ
①
O
の
セ
レ
ン
貝
子
Q
α
巽
①
口
σ
q
げ
①
重
器
。
両
ゴ
ル
ロ
ス
ρ
o
団
母
醒
〇
二
〇
ω
の
う
マ
ス
キ
ブ
公
い
ρ
ヨ
霧
匹
げ
σ
q
β
昌
σ
Q
他
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

ア
ル
ー
コ
ル
チ
ン
》
旨
ρ
o
ま
ヨ
の
ジ
ュ
ル
ジ
ャ
が
王
｝
煽
ご
ρ
守
ρ
芝
鴛
茜
。
ウ
ラ
ト
d
毒
α
の
ミ
ン
ガ
ン
H
セ
ン
ゲ
ー
ー
メ
ル
ゲ
ン
台
告

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

寓
冒
α
q
賦
鍵
回
ω
Φ
⇔
σ
Q
σ
Q
Φ
日
①
同
σ
q
Φ
尊
師
騨
旨
旨
他
。
オ
ン
ニ
ュ
ー
ト
○
瞥
α
Q
昌
貯
α
．
の
ド
ゥ
グ
レ
ン
感
触
U
自
σ
q
ξ
①
⇔
σ
q
σ
Q
蔓
宮
ρ
≦
撃
昌
σ
q
他
。
ハ
ラ
チ
ン
ー
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

ト
ゥ
メ
ト
ρ
ρ
養
鰹
富
士
二
日
①
伽
の
シ
ャ
ム
バ
ー
ー
ダ
ル
ハ
ン
自
裁
ω
ρ
ヨ
げ
9
臼
ρ
目
ゆ
麟
瞬
げ
。
旨
一
Φ
。
ト
ゥ
メ
ト
の
オ
ム
ブ
脹
チ
ュ
ク
ル
0
9
質
α
巳
？

嘗
瞳
他
。
　
（
累
目
H
）
こ
Q
◎
G
n
〈
一
Q
◎
①
〈
）

　
こ
の
リ
ス
ト
か
ら
、
ネ
イ
チ
ー
ト
イ
ン
の
布
教
活
動
の
成
果
が
如
実
に
理
解
さ
れ
よ
う
。

　
こ
の
章
を
閉
じ
る
に
当
っ
て
、
ネ
イ
チ
ー
ト
イ
ン
の
転
生
者
の
問
題
に
ふ
れ
て
お
き
た
い
。
ド
ロ
ン
ー
ノ
ー
ル
坐
躰
の
初
代
章
嘉
（
U
。
雪

ω
騨
饗
）
呼
図
書
図
ガ
ワ
ン
ー
ロ
ブ
サ
ン
ー
チ
ョ
エ
デ
ン
客
夢
σ
登
匙
【
）
碁
笥
〇
び
碁
｝
9
0
。
・
冠
ρ
o
の
伝
記
に
よ
れ
ば
、
初
代
章
嘉
呼
野
誉
者
が

一
六
九
四
年
中
り
十
年
に
わ
た
っ
て
法
を
説
い
た
問
に
、
そ
の
講
鑓
に
坐
し
た
老
の
～
人
と
し
て
、
　
「
大
救
主
ツ
ォ
ン
カ
バ
の
法
宝
を
北
方
の
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地
に
弘
通
せ
し
め
た
に
お
い
て
比
類
な
き
、
聖
主
ト
イ
ン
ー
フ
ト
ゥ
ク
ト
ゥ
門
。
団
欝
ρ
暮
浸
貯
」
が
あ
り
、
こ
れ
が
ネ
イ
チ
ー
ト
イ
ン
の
転
生

者
の
天
で
あ
・
た
こ
と
は
疑
い
な
個
な
お
親
征
平
定
朔
漢
方
略
・
暴
露
・
康
煕
三
四
（
一
六
九
五
）
茜
月
農
の
条
に
見
え
る
・
勅
命

に
よ
り
画
聖
庫
図
克
図
に
特
使
と
し
て
派
遣
さ
れ
た
内
斉
陀
下
県
図
克
図
は
、
右
と
同
一
人
物
で
あ
っ
た
と
お
も
わ
れ
る
。
そ
の
他
ポ
ツ
ド
ニ

ェ
フ
氏
の
『
蒙
古
及
び
蒙
古
人
』
に
よ
る
と
、
帰
化
城
の
八
大
寺
の
一
つ
パ
ガ
・
ジ
ュ
ー
は
一
六
八
七
年
ネ
イ
チ
ー
ト
イ
ン
ー
フ
ト
ゥ
ク
ト
ゥ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
、
康
煕
帝
か
ら
隆
福
寺
し
ご
⊆
饗
巳
門
冨
鳥
弩
σ
q
Φ
σ
Q
際
ω
戸
百
①
の
奪
号
を
賜
っ
た
と
言
う
。
こ
の
フ
ト
ゥ
ク
ト
ゥ
も
以
上
と
同

一
人
物
で
あ
っ
た
と
、
お
も
わ
れ
る
。
ポ
ツ
ド
ニ
ェ
フ
氏
に
よ
れ
ば
、
ネ
イ
チ
ー
ト
イ
ン
ー
フ
ト
ゥ
ク
ト
ゥ
の
歴
代
の
転
生
者
は
こ
の
寺
院
に
坐

駄
し
た
が
、
彼
の
実
地
調
査
の
さ
い
（
一
八
九
三
年
）
、
五
年
前
に
ネ
イ
チ
ー
ト
イ
ン
ー
フ
ト
ゥ
ク
ト
ゥ
は
入
寂
し
、
　
そ
れ
以
来
転
生
者
が
見
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

か
ら
ず
、
寺
院
も
荒
廃
を
来
し
て
い
た
と
報
告
し
て
い
る
。

①
　
　
『
蒙
古
嘲
瞭
岬
教
史
』
二
六
四
一
一
黒
点
九
頁
参
照
酬
。

②
　
オ
ム
ブ
ー
フ
ン
タ
イ
ジ
は
ボ
シ
ョ
ク
ト
ゥ
ー
ハ
ガ
ン
切
離
。
喫
葺
の
ρ
嗜
9
5
（
博

　
碩
克
図
汗
）
の
子
に
当
る
。
そ
の
父
の
没
し
た
の
が
清
の
天
聴
二
年
（
一
六
二
八
）
、

　
明
の
解
決
元
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
（
和
田
清
『
東
亜
史
研
究
（
蒙
古
篇
）
』
東
洋

　
文
庫
、
　
一
九
五
九
年
、
八
○
二
頁
）
。
従
っ
て
オ
ム
ブ
ー
フ
ン
タ
イ
ジ
の
帰
化
城

　
ト
ゥ
メ
ト
部
支
配
も
こ
の
頃
か
ら
始
ま
っ
た
と
み
ら
れ
よ
う
。
既
述
の
如
く
、
筆

　
者
は
ネ
イ
チ
ー
ト
イ
ン
が
ア
バ
が
鍵
バ
ラ
山
に
入
っ
た
時
期
を
一
穴
一
九
年
頃
と

　
考
え
た
が
、
そ
の
地
で
向
う
十
二
年
間
苦
行
者
生
活
を
送
る
間
に
ナ
ム
ブ
ー
フ
ソ

　
タ
イ
ジ
へ
の
授
戒
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
出
来
事
は
、
オ
ム
ブ
の
登
位

　
直
後
に
当
蓄
と
み
な
さ
れ
よ
う
。
他
方
、
ハ
イ
シ
ッ
ヒ
氏
の
前
述
の
如
き
考
え
方

　
に
従
え
ば
、
ア
バ
が
闘
バ
ラ
山
の
苦
行
期
間
は
尽
く
ボ
シ
ョ
ク
ト
ゥ
ー
ハ
ガ
ン
の

　
支
配
期
に
収
ま
っ
て
し
ま
い
、
こ
の
点
で
も
矛
盾
を
来
す
こ
と
に
な
る
。

③
悶
に
、
帰
化
域
が
太
宗
の
親
征
軍
の
手
に
回
復
さ
れ
た
の
は
、
一
、
六
三
二
年
の

　
こ
と
で
あ
る
。

④
　
こ
の
と
き
の
事
情
は
伝
記
に
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

世
祖
英
明
皇
帝
ω
詳
ω
g
α
q
¢
覧
σ
q
葦
葺
σ
q
ω
o
昌
の
自
≦
㊤
瓢
σ
q
象
は
重
病
に
誘
っ
た
が
、

多
く
の
医
師
、
魔
術
師
ら
に
診
さ
せ
て
も
効
目
が
な
か
っ
た
。
そ
の
時
、
袈
主

自
ら
仰
せ
ら
れ
る
に
、

　
「
朕
の
こ
の
強
い
に
対
し
て
、
外
モ
ン
ゴ
ル
人
の
間
に
、
な
ん
ぞ
別
種
の
治

　
療
法
は
あ
る
ま
い
か
」

と
、
モ
ン
ゴ
ル
入
大
臣
・
嘗
員
ら
を
集
め
て
尋
ね
し
め
た
と
ぎ
、
パ
ガ
ト
ゥ
ル

聾
ジ
ャ
ガ
ン
胴
ア
リ
マ
闘
ブ
ヶ
し
d
麟
窓
窪
暢
智
饗
瓢
帥
＝
旨
ρ
げ
α
ぎ
は
じ
め
数

人
の
モ
ン
ゴ
ル
人
大
臣
・
官
員
ら
が
、

「
私
ど
も
の
モ
ン
ゴ
ル
地
方
で
は
薬
も
飲
み
ま
す
が
、
亦
ラ
マ
か
ら
灌
頂
を
受

け
、
修
福
経
饗
費
㎞
ヨ
（
〈
ω
ぎ
冠
巨
）
U
O
ヨ
を
読
ま
せ
、
加
持
を
修
さ
せ
ま
す
。

そ
の
よ
う
に
な
さ
れ
ば
、
利
益
が
あ
り
ま
し
よ
う
」

と
奏
上
し
た
。

「
灌
頂
を
受
け
る
な
ら
、
ど
の
ラ
マ
が
良
い
か
」
と
勅
が
あ
っ
た
と
き
、

「
今
モ
ン
ゴ
ル
地
方
で
、
灌
頂
を
授
け
、
経
を
繭
し
て
、
法
を
興
隆
せ
し
め
た

に
つ
い
て
は
、
ネ
イ
チ
ー
ト
イ
ソ
ー
ラ
マ
が
よ
ろ
し
い
」

go　（ge）



蒙古ラマ教史上の二人の弘法者（若松）

　
　
と
奏
上
す
る
と
、

　
　
「
そ
れ
な
ら
、
そ
の
ラ
マ
を
来
さ
せ
よ
」

　
　
と
勅
が
あ
っ
た
。
使
者
を
遣
し
、
ラ
マ
を
招
じ
て
来
さ
せ
、
　
「
灌
頂
を
受
け
よ

　
　
う
」
と
勅
が
あ
っ
た
と
き
、
ラ
マ
は
拝
辞
し
て
、

　
　
「
聖
主
と
言
え
ば
、
地
上
の
大
寄
ガ
ン
。
私
は
と
言
え
ば
、
諸
地
を
遍
歴
す
る

　
　
謀
野
末
の
ト
イ
ソ
で
す
。
黒
主
に
対
し
て
私
の
如
き
ふ
さ
わ
し
か
ら
ぬ
老
が
菊

　
　
き
灌
頂
を
授
け
得
ま
し
よ
う
か
。
聖
主
の
霊
妙
偉
大
な
る
名
声
に
も
ふ
さ
わ
し

　
　
く
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
私
が
藁
葺
を
授
け
る
訳
に
は
い
き
ま
せ
ん
」

　
　
と
奏
上
し
た
。
　
（
り
円
↓
H
）
こ
　
静
心
く
1
刈
窃
『
）

⑤
　
屠
円
O
二
曾
μ
た
だ
し
ネ
イ
チ
ー
ト
イ
ソ
は
こ
の
寺
に
常
住
は
し
て
い
な
い
。

　
こ
の
寺
の
位
澱
に
つ
い
て
は
、
　
『
蒙
古
鋼
癩
教
史
』
の
訳
譲
（
二
六
九
頁
）
に
、

　
『
蒙
古
地
誌
』
　
（
柏
原
孝
久
・
浜
田
純
一
著
、
富
山
募
、
下
巻
、
一
九
一
九
年
）

　
に
よ
っ
て
、
哲
黒
木
盟
科
爾
…
八
部
右
翼
中
戸
（
図
包
含
白
旗
）
内
の
巴
顔
和
碩
廟
…

　
（
「
俗
に
西
崩
と
云
ひ
、
勅
名
遽
福
寺
な
り
。
壁
高
河
岸
に
近
く
、
憾
顔
和
碩
山
麓

　
に
あ
り
。
哲
里
木
遊
底
旗
の
供
奉
寺
に
し
て
、
伽
藍
三
、
僧
房
約
五
十
、
嘲
畷
二

　
百
八
住
す
」
同
書
四
九
三
頁
）
に
比
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
従
い
た
い
。

⑥
客
↓
U
．
閣
。
。
q
罫

⑦
ネ
イ
チ
ー
ト
イ
ソ
の
説
法
の
一
例
と
し
て
、
チ
ャ
ハ
ル
族
の
猟
師
た
ち
に
行
な

　
つ
た
も
の
を
あ
げ
て
お
こ
う
。

　
　
宝
玉
の
如
く
得
難
い
身
を
こ
の
世
に
受
け
な
が
ら
、
救
い
の
道
へ
の
梯
子
を
用

　
　
意
せ
ず
、
悪
し
き
生
業
を
友
と
す
る
。
狩
猟
を
止
め
よ
。
戦
え
れ
ば
、
回
転
す

　
　
る
刃
は
元
に
戻
っ
て
来
る
如
く
、
他
を
殺
生
す
れ
ば
、
己
れ
も
亦
殺
さ
れ
る
の

　
　
だ
。
そ
れ
故
に
、
こ
の
短
き
生
に
お
い
て
罪
業
を
犯
さ
ず
、
尊
き
法
を
行
え
ば

　
　
良
し
。
も
し
法
を
行
わ
ず
し
て
死
な
ぱ
、
宝
蔵
の
中
に
入
っ
て
徒
手
帰
る
が
如

　
　
く
、
悪
し
き
運
命
に
陥
る
べ
し
。
良
く
努
め
よ
。
　
（
累
同
O
こ
美
く
）

⑧
如
上
の
ダ
ラ
イ
ラ
マ
に
よ
る
ネ
イ
チ
ー
ト
イ
ン
と
サ
キ
ャ
ー
ノ
ム
ソ
バ
ガ
ン
の

　
論
争
の
裁
決
の
一
件
は
、
　
『
蒙
古
剣
廠
…
教
史
』
に
は
全
く
見
え
な
い
。
事
件
が
も

し
伝
え
ら
れ
た
通
り
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
ダ
ラ
イ
ラ
マ
の
名
誉
に
も
係
わ
る
こ
と

故
、
ゲ
ル
ク
パ
派
の
仏
教
史
の
立
場
か
ら
は
こ
れ
を
忌
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
で
あ
ろ
う
。
N
再
築
『
＆
象
昂
｝
ゲ
亡
母
前
項
韻
書
に
よ
れ
ば
（
℃
℃
噂
峯
㊤
占
。
。
O
）
、

こ
の
一
件
は
、
『
第
五
代
ダ
ラ
イ
ラ
マ
自
叙
伝
切
夢
U
巴
鉱
U
節
§
ρ
．
。
。
鋭
簿
。
ぴ
7

0
σ
q
奉
牲
《
・
押
や
節
O
ト
⊃
ρ
』
で
は
次
の
如
く
見
え
て
い
る
。

　
施
主
た
ち
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
関
係
す
る
教
派
の
立
場
か
ら
、
皇
帝
に
対
し
、
対

　
立
撃
見
解
を
十
分
に
処
理
し
て
く
れ
る
よ
う
嘆
願
し
た
。
皇
帝
は
カ
バ
ラ
ア
マ

　
囚
㌣
℃
？
冨
諺
占
6
（
＞
－
旨
ρ
は
〉
旨
σ
露
大
臣
の
意
で
あ
ろ
う
一
筆
者
）
と

　
ア
ス
ハ
ソ
ア
マ
　
諺
ω
浄
げ
帥
コ
㍗
ヨ
9
（
〉
珍
ρ
三
ρ
ヨ
げ
p
昌
侍
郎
の
意
で
あ
ろ

　
う
1
筆
者
）
を
〔
私
の
も
と
に
〕
急
派
し
て
、
告
げ
し
め
る
に
、
　
「
両
ラ
マ
の

　
不
和
の
根
源
は
宗
教
で
あ
る
か
ら
、
汝
が
裁
定
せ
よ
」
と
。

　
　
そ
こ
で
私
は
〔
私
に
代
っ
て
事
件
を
聴
取
す
る
た
め
に
〕
メ
ル
ゲ
ソ
”
カ
ブ

　
チ
ュ
寓
曾
－
σ
q
⑦
口
取
踏
㊤
．
占
O
¢
と
セ
チ
ェ
ン
”
オ
ソ
ボ
ω
o
占
冨
口
α
ω
o
〒
℃
o

　
を
派
遣
し
た
。
蒙
古
暦
二
月
一
目
（
癸
華
年
、
二
月
一
目
躍
一
六
五
三
年
二
月

　
二
八
日
）
、
私
は
提
出
さ
れ
た
基
本
的
論
議
の
裁
定
を
下
し
た
が
、
た
だ
し
ネ

　
イ
チ
ー
ト
イ
ソ
窯
霧
－
9
円
び
？
立
網
に
は
、
有
情
と
至
尊
大
ツ
ォ
ン
カ
バ
の

　
教
説
の
利
益
に
対
し
敬
慶
な
る
希
望
を
有
す
る
よ
う
に
お
も
わ
れ
た
も
の
の
、

　
彼
の
熱
意
と
知
識
が
乏
し
く
、
か
つ
、
有
能
な
る
善
知
識
（
閑
帥
ぞ
貯
5
ヨ
剛
＃
p
’

　
鳥
O
⑦
－
9
．
㎞
ぴ
嶋
①
苧
α
q
増
窪
）
か
ら
教
育
を
受
け
な
か
っ
た
と
い
う
欠
点
が
あ
っ
た

　
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
が
故
に
、
ノ
モ
ン
ー
ハ
ソ
冥
9
諺
。
昌
国
げ
p
昌
の
陳
述
の

　
仕
方
の
方
が
概
し
て
説
得
的
で
あ
っ
た
。
事
実
、
ノ
モ
ソ
ー
ハ
ソ
に
関
し
て
は
、

　
教
説
と
有
情
の
利
益
の
た
め
に
弁
ず
る
に
お
い
て
、
競
争
者
の
力
を
寛
容
す
る

　
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
老
モ
ソ
ゴ
ル
ー
ラ
マ
が
皇
帝
の
牢
に

　
投
ぜ
ら
れ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

　
　
諺
に
言
う
、
　
「
主
役
、
仲
介
者
、
助
言
者
、
こ
の
三
者
が
偏
見
と
苦
癌
の
原

　
因
な
り
」
。
私
が
直
面
し
た
情
況
の
原
函
は
か
く
の
如
く
で
あ
っ
た
が
、
に
も

　
か
か
わ
ら
ず
、
私
は
皇
帝
の
勅
命
に
背
く
こ
と
は
幽
来
な
か
っ
た
。
そ
れ
故
、

（92）91



直
載
に
、
私
は
両
派
を
満
足
ざ
せ
る
と
考
え
る
裁
定
を
下
し
た
。
　
〔
そ
う
い

う
ふ
う
に
し
て
〕
私
は
宗
教
に
関
す
る
限
り
に
お
い
て
論
争
に
裁
定
を
下
し
た

の
で
あ
っ
た
。
こ
の
報
せ
が
皇
帝
に
俵
え
ら
れ
、
鋸
納
さ
れ
た
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
ネ
イ
チ
ー
ト
イ
ン
の
欠
点
が
原
因
で
裁
定
に
敗
れ
た
こ
と
に

な
る
。
む
し
ろ
こ
れ
が
た
め
に
『
蒙
古
鋼
萎
萎
史
』
か
ら
、
こ
の
辺
の
叙
述
が

省
か
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
ネ
イ
チ
ー
ト
イ
ソ
伝
の
掲
げ
る
敗
北
の
原
因
は

作
為
的
に
過
ぎ
る
よ
う
に
お
も
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
結
果
的
に
は
、
ネ
イ
チ
ー

ト
イ
ン
が
サ
キ
ャ
ー
ノ
ム
ン
ハ
ガ
ソ
に
陥
れ
ら
れ
た
こ
と
は
事
実
な
の
で
、
後

　
者
か
ら
何
ら
か
の
策
謀
も
為
さ
れ
た
に
は
違
い
な
い
。
そ
の
辺
の
事
惜
に
つ
い

　
　
て
は
、
今
後
の
検
討
に
ゆ
だ
ね
た
い
。

⑨
H
（
’
㏄
品
評
冨
お
ω
g
a
。
二
匿
・
。
接
ぎ
局
。
。
・
㊦
鼻
曇
罠
僧
・
。
・
℃
g
讐
y
乏
7

　
0
ω
び
四
点
O
P
ド
Φ
ゆ
8
の
の
■
b
Ω
G
の
①
l
b
二
ω
メ

⑩
〉
■
罫
ぎ
ω
豪
¢
①
ρ
該
9
弓
。
≧
甑
＝
【
≧
9
き
舅
囎
↓
辱
圃
閂
噛
r
O
二
q
‘
お
り
・
。
讐
。
曇

　
鶏
1
㎝
ρ

⑬
↓
飴
学
；
＾
。
．

92 （92）

四

　
以
下
、
ザ
ヤ
ー
パ
ン
デ
ィ
タ
の
生
涯
を
ナ
イ
ラ
ー
ト
語
版
伝
記
に
依
拠
し
て
、
　
略
述
し
よ
う
。
ザ
ヤ
ー
パ
ン
デ
ィ
タ
　
N
ρ
饗
　
び
鎚
乙
乙
ρ

○
巽
。
羨
巳
由
ヨ
Ω
巴
鉱
（
〈
冒
k
ρ
℃
ρ
娼
O
騨
ρ
累
ρ
日
章
閑
び
ρ
圧
場
σ
q
団
勲
導
富
び
。
）
は
、
己
亥
の
年
（
一
五
九
九
）
、
ホ
シ
ュ
ー
ト
部
の
ギ
ュ
ロ
ー
チ

ン
O
費
α
α
ぎ
オ
ト
ク
の
シ
ャ
ン
ハ
ス
ω
ρ
昌
σ
q
メ
玉
書
に
生
ま
れ
た
。
　
オ
イ
ラ
ー
ト
に
賢
者
を
以
て
名
声
を
は
せ
た
キ
ュ
ン
ク
イ
ー
ー
ザ
ヤ
ー
チ

譲
⇔
昌
σ
q
障
三
墨
愚
鰹
あ
り
、
そ
の
長
子
を
バ
ー
バ
ハ
ン
じ
d
螢
σ
畏
ρ
昌
と
言
う
が
、
そ
の
者
に
八
子
あ
る
内
の
第
五
子
が
ザ
ヤ
ー
パ
ン
デ
ィ
タ
で

　
　
①

あ
っ
た
（
切
○
℃
ご
b
。
ρ
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

　
既
述
の
如
く
、
そ
の
十
七
歳
の
と
き
に
出
家
し
、
忌
辰
の
年
（
一
六
一
六
）
に
コ
コ
・
ノ
ー
ル
へ
来
り
、
つ
い
で
チ
ベ
ッ
ト
に
入
っ
た
の
が
巳

の
年
（
一
六
一
七
）
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
最
初
に
「
デ
パ
U
皆
即
（
〈
ω
“
o
℃
ρ
）
の
側
で
小
姓
臼
冒
σ
q
σ
q
犀
弩
（
〈
費
窮
＃
犀
げ
自
）
と
し
て
暫
時

過
し
て
か
ら
、
学
院
に
入
っ
た
」
。
そ
し
て
経
典
を
一
語
一
句
習
う
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
が
、
彼
の
聴
明
さ
は
し
ば
し
ば
人
を
驚
嘆
さ
せ
た
。

教
学
部
。
げ
欝
旨
騨
（
〈
ヨ
。
げ
2
昌
ぼ
畠
）
に
十
年
在
学
し
、
ラ
ブ
ジ
ャ
ン
パ
努
σ
σ
図
9
ヨ
℃
騨
（
〈
養
σ
汀
び
饗
ヨ
ω
℃
ρ
）
の
学
位
を
得
て
か
ら
は
、

専
ら
タ
ン
ト
ラ
言
象
怨
口
の
研
修
に
励
ん
だ
。
密
八
日
”
あ
ρ
嚇
（
〈
ω
津
σ
q
ω
℃
磐
）
の
ラ
マ
と
な
っ
た
後
、
ダ
ラ
イ
ラ
マ
が
十
九
歳
の
時

（一

Z
三
五
年
に
当
る
）
十
人
の
比
丘
を
集
め
て
灌
頂
を
授
け
た
さ
い
、
彼
も
そ
の
一
人
に
選
ば
れ
る
光
栄
に
浴
し
た
と
言
う
。
こ
う
し
て
通
算

二
十
二
年
間
を
チ
ベ
ッ
ト
で
送
っ
た
が
、
こ
こ
に
ダ
ラ
イ
ラ
マ
か
ら
、
　
「
モ
ン
ゴ
ル
語
の
地
方
に
行
き
、
法
と
有
情
の
た
め
に
、
法
輪
を
転
じ
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て
利
益
を
な
せ
」
と
命
ぜ
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
（
b
σ
○
剛
こ
　
さ
◎
び
一
ω
即
）
。

　
ザ
ヤ
ー
パ
ン
デ
ィ
タ
は
戊
寅
の
年
（
ニ
ハ
三
八
）
、
歳
四
十
に
し
て
、
チ
ベ
ッ
ト
を
出
立
し
、
翌
卯
の
年
二
六
三
九
）
秋
ジ
ュ
ン
ガ
リ
ア
に
帰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

着
し
た
。
彼
は
こ
の
年
先
ず
タ
ル
バ
ガ
タ
イ
山
の
ハ
ル
バ
ガ
×
霧
び
ρ
蟹
に
住
牧
す
る
オ
チ
ル
ト
ゆ
－
タ
イ
ジ
○
鰹
目
薬
審
胤
旨
　
（
バ
イ
バ
ガ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

ス
汗
の
子
）
の
も
と
に
赴
き
、
当
地
で
冬
を
過
し
た
。
こ
の
時
、
折
し
も
亡
く
な
っ
た
ア
バ
ラ
イ
ー
タ
イ
ジ
〉
ぴ
巴
鉱
け
曙
蔓
（
オ
チ
ル
ト
ゥ

ー
タ
イ
ジ
の
異
母
弟
）
の
母
タ
イ
ス
ン
ー
ハ
ト
ゥ
ン
6
ρ
滋
ω
琶
σ
Q
瞬
ρ
宮
コ
の
葬
儀
に
導
師
を
勤
め
て
い
る
（
じ
d
O
℃
こ
ω
ぴ
）
。
翌
一
六
四
〇
年
に

は
、
既
述
の
如
く
、
　
「
モ
ン
ゴ
ル
・
オ
イ
ラ
ー
ト
法
典
」
鰯
定
の
場
に
立
会
い
、
そ
し
て
翌
年
ハ
ル
ハ
の
三
大
汗
に
招
か
れ
て
法
を
説
き
、
彼

ら
の
帰
依
処
と
な
っ
た
。
午
の
年
（
一
六
四
二
）
に
は
、
再
び
オ
チ
ル
ト
ゥ
ー
タ
イ
ジ
の
も
と
で
冬
を
越
し
、
未
の
年
（
一
穴
四
三
）
に
は
、
ホ
シ
ュ

ー
ト
王
侯
キ
ュ
ン
デ
レ
ン
ー
ウ
バ
シ
囚
二
民
α
δ
づ
口
げ
ρ
鰹
（
バ
イ
バ
ガ
ス
汗
の
弟
）
の
も
と
に
在
り
、
翌
年
三
度
オ
チ
ル
ト
ゥ
ー
タ
イ
ジ
の
も

と
に
滞
在
し
た
が
、
こ
の
時
ダ
ル
ハ
ン
ー
チ
ョ
ル
ジ
U
鍵
×
ρ
口
α
o
鴎
〕
一
な
る
者
に
招
か
れ
て
イ
ル
テ
ィ
シ
ュ
河
畔
に
あ
っ
た
そ
の
寺
院
へ
赴
き
、

そ
こ
で
『
マ
ニ
親
カ
ン
ブ
ム
冨
ρ
巳
σ
闘
p
げ
9
ヨ
（
〈
冒
ρ
且
σ
犀
菩
廿
げ
白
日
）
』
を
翻
訳
し
て
い
る
（
切
O
℃
こ
㎝
苧
q
σ
）
。
酉
の
年
（
一
六
四
五
）
に

は
、
ト
ル
ダ
ー
ト
部
に
招
か
れ
て
行
き
、
そ
の
部
内
を
巡
錫
し
た
。
亥
の
年
（
一
六
四
七
）
夏
に
は
、
ジ
ュ
ン
ガ
ル
温
習
の
バ
ー
ト
ゥ
ル
ー
フ
ン

タ
イ
ジ
の
も
と
で
、
そ
の
冬
に
は
、
ア
バ
ラ
イ
ー
タ
イ
ジ
の
も
と
で
過
し
た
。
魚
子
の
年
（
一
六
四
八
）
冬
は
、
オ
イ
ラ
ー
ト
文
化
史
上
忘
れ
ら

れ
な
い
時
と
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
彼
の
手
に
よ
っ
て
、
従
来
の
モ
ン
ゴ
ル
文
宇
よ
り
も
一
層
正
確
に
オ
イ
ラ
ー
ト
語
の
発
音
を
写
す
こ
と
の

で
き
る
「
明
瞭
な
文
字
8
0
α
o
舞
。
適
言
8
」
、
い
わ
ゆ
る
ト
ド
文
字
が
完
成
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
（
じ
d
O
口
℃
こ
　
刈
び
一
Q
Q
ρ
）
。
寅
の
年
（
一
六
五
〇
）
秋

に
至
っ
て
、
彼
は
ジ
ュ
ン
ガ
リ
ア
を
後
に
チ
ベ
ッ
ト
へ
向
か
い
、
翌
年
ラ
サ
に
到
着
し
て
、
ダ
ラ
イ
ラ
マ
及
び
グ
シ
汗
と
会
見
す
る
等
の
こ
と

が
あ
っ
た
。
そ
の
折
の
模
様
も
詳
細
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
（
し
d
O
℃
ご
　
H
憩
げ
i
H
癖
ρ
）
。
辰
の
年
（
一
六
五
二
）
、
巳
の
年
（
一
六
五
三
）
に
は
、
彼
は
オ

チ
ル
ト
ゥ
、
ア
バ
ラ
イ
両
兄
弟
の
も
と
に
在
っ
た
。
特
に
五
三
年
冬
に
は
、
バ
ー
ト
ゥ
ル
ー
フ
ン
タ
イ
ジ
が
亡
く
な
っ
て
、
そ
の
葬
儀
に
彼
が

導
師
を
勤
め
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
（
切
○
勺
ご
　
］
．
①
麟
ー
ド
⑦
一
）
）
。
バ
ー
ト
ゥ
ル
ー
フ
ン
タ
イ
ジ
の
逝
去
年
次
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
る
が
、
伝
記
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

記
事
が
最
も
信
頼
に
足
る
と
考
え
ら
れ
る
。
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さ
て
ザ
ヤ
ー
パ
ン
デ
ィ
タ
は
酉
の
年
（
一
六
五
七
）
冬
に
、
イ
ル
テ
ィ
シ
ュ
河
の
支
流
ベ
シ
ュ
カ
河
畔
に
建
立
さ
れ
た
ア
バ
ラ
イ
ー
タ
イ
ジ
の

寺
院
の
落
慶
法
要
の
導
師
を
勤
め
た
後
、
寅
の
年
（
一
六
六
二
）
六
月
に
三
度
チ
ベ
ッ
ト
巡
礼
の
決
意
を
固
め
、
バ
ー
ト
ゥ
ル
ー
フ
ン
タ
イ
ジ
の

子
で
後
継
老
の
セ
ン
ゲ
ω
①
口
α
q
究
の
も
と
に
十
日
間
滞
在
し
て
別
れ
を
告
げ
た
。
し
か
し
ク
ン
ゲ
イ
河
の
渓
谷
を
湖
っ
て
ユ
ル
ド
ゥ
ー
ス
に
出
、

タ
リ
ム
盆
地
を
越
え
た
頃
俄
に
発
病
し
た
。
暫
時
休
息
を
取
っ
て
か
ら
、
押
し
て
旅
行
を
続
け
た
が
、
ガ
ス
づ
霧
（
璃
斯
）
を
過
ぎ
た
頃
病
状

急
変
し
、
バ
ジ
ル
ト
ゥ
ー
シ
ャ
ン
　
メ
＆
貯
貯
似
ρ
o
σ
q
な
る
地
で
入
寂
し
た
。
時
に
壬
寅
の
年
（
一
六
六
二
）
秋
の
仲
の
月
二
十
二
日
（
b
d
O
”
”

b。

Q
）
、
享
年
六
十
四
歳
で
あ
っ
た
。

　
以
上
は
ザ
ヤ
ー
パ
ン
デ
ィ
タ
の
多
彩
な
行
動
の
一
端
に
す
ぎ
な
い
。
彼
は
オ
イ
ラ
ー
ト
領
の
津
津
浦
浦
ま
で
巡
錫
し
た
と
言
っ
て
よ
い
が
、

そ
の
目
的
は
勿
論
ゲ
ル
ク
パ
の
布
教
に
あ
り
、
換
言
す
れ
ば
、
オ
イ
ラ
ー
ト
族
を
ダ
ラ
イ
ラ
マ
の
施
主
と
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
こ
の
点
に
関

し
て
ザ
ヤ
ー
パ
ン
デ
ィ
タ
自
身
、
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

　
　
先
に
、
亥
の
年
（
一
六
四
七
）
の
夏
、
一
溝
、
ツ
ェ
ツ
ェ
ン
ー
ハ
ー
ン
（
オ
チ
ル
ト
ゥ
ー
タ
イ
ジ
）
が
フ
ト
ゥ
ク
ト
ゥ
の
ゲ
ゲ
ン
図
二
三
ρ
言
覧
口

　
　
σ
q
Φ
σ
q
9
（
ザ
ヤ
ー
パ
ン
デ
ィ
タ
）
の
側
に
坐
っ
て
尋
ね
た
。
　
「
あ
な
た
は
こ
こ
か
し
こ
と
何
故
に
お
出
か
け
に
な
ら
れ
る
の
か
」

　
　
コ
に
は
、
導
い
教
法
を
広
め
る
た
め
で
あ
り
、
二
に
は
、
ダ
ラ
イ
ラ
マ
の
倉
の
糧
を
食
み
、
ま
た
知
恩
を
蒙
っ
て
法
宝
を
学
ん
だ
が
故

　
　
に
〔
御
礼
と
し
て
〕
献
上
寄
進
し
、
熱
茶
す
る
た
め
に
、
行
く
の
で
あ
る
」

　
　
と
仰
せ
ら
れ
た
。
（
切
○
℃
・
》
c
。
ρ
）

　
彼
の
精
力
的
な
巡
錫
が
こ
う
し
た
意
図
か
ら
の
宗
教
的
使
命
の
外
に
、
時
に
政
治
的
使
命
を
も
に
な
う
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
次
に
指
摘
し

た
い
。
そ
れ
と
言
う
の
も
、
彼
が
ジ
ュ
ン
ガ
ル
汗
国
に
よ
る
オ
イ
ラ
ー
ト
族
の
統
一
を
促
進
す
る
意
味
か
ら
汗
国
の
支
配
者
に
協
力
し
て
、
俗

的
方
面
で
種
種
奔
走
し
た
か
ら
で
あ
る
。
ザ
ヤ
ー
パ
ン
デ
ィ
タ
と
し
て
も
、
下
潮
拡
大
の
上
か
ら
、
オ
イ
ラ
ー
ト
、
モ
ン
ゴ
ル
両
族
の
独
立
と

平
和
は
望
ま
し
い
も
の
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
う
し
た
状
況
認
識
に
立
っ
て
「
モ
ン
ゴ
ル
・
オ
イ
ラ
…
ト
法
典
」
制
定
の
場
合
に
も
、
彼

が
重
要
な
役
割
を
演
じ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
も
想
像
に
難
く
な
い
。
そ
れ
は
と
も
あ
れ
、
ザ
や
伝
に
見
え
る
、
彼
の
オ
イ
ラ
ー
ト
で
の
政
治
的
事
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件
の
仲
裁
活
動
は
注
月
に
値
い
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
拙
稿
前
掲
「
セ
ン
ゲ
支
配
期
の
ジ
ュ
ン
ガ
ル
汗
国
の
内

乱
」
の
中
で
詳
述
し
た
の
で
、
こ
こ
で
は
簡
単
に
ふ
れ
る
に
と
ゼ
め
た
い
。

　
一
六
四
六
年
、
オ
イ
ラ
ー
ト
に
お
い
て
、
ホ
シ
ュ
ー
ト
部
の
キ
ュ
ソ
デ
レ
ン
膣
ウ
バ
シ
が
デ
ル
ベ
…
ト
部
と
謀
っ
て
バ
ー
ト
ゥ
ル
ー
フ
ン
タ

イ
ジ
に
反
逆
を
企
て
た
こ
と
か
ら
、
内
乱
が
生
じ
た
が
、
折
し
も
ト
ル
ダ
ー
ト
部
か
ら
帰
国
途
次
に
あ
っ
た
ザ
ヤ
ー
パ
ン
デ
ィ
タ
が
こ
れ
を
知

っ
て
、
調
停
に
乗
り
出
し
、
種
種
奔
走
の
結
果
、
翌
年
キ
ュ
ン
デ
レ
ソ
ー
ウ
バ
シ
を
バ
ー
ト
ゥ
ル
ー
フ
ン
タ
イ
ジ
の
も
と
へ
自
ら
伴
な
っ
て
行

っ
て
和
解
せ
し
め
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
次
に
は
、
ジ
ュ
ン
ガ
ル
部
の
バ
ー
ト
ヴ
ル
ー
フ
ン
タ
イ
ジ
の
死
の
直
後
に
、
生
前
行
な
わ
れ
た
そ
の
諸

子
へ
の
財
産
分
与
の
配
分
が
因
で
、
セ
ン
ゲ
と
他
の
兄
弟
と
の
間
に
内
紛
が
発
生
し
、
こ
れ
に
ホ
シ
ュ
ー
ト
部
に
あ
っ
て
顕
在
化
し
つ
つ
あ
っ

た
オ
チ
ル
ト
ゥ
・
ア
バ
ラ
イ
兄
弟
の
対
立
（
主
と
し
て
亡
父
バ
イ
バ
ガ
ス
汗
の
遺
産
配
分
に
起
因
す
る
）
が
か
ら
ん
だ
こ
と
も
あ
っ
て
、
広
く

オ
イ
ラ
ー
ト
諸
侯
が
巻
き
込
ま
れ
る
に
至
っ
た
一
大
内
乱
の
場
合
が
あ
る
。
こ
の
時
、
対
立
す
る
一
方
の
陣
営
に
セ
ン
ゲ
、
オ
チ
ル
ト
ゥ
ら
の

派
が
あ
り
、
他
方
に
ア
バ
ラ
イ
、
キ
ュ
ン
デ
レ
ン
ー
ウ
バ
シ
ら
の
派
が
あ
っ
た
。
ザ
ヤ
ー
パ
ン
デ
ィ
タ
は
前
者
の
派
に
親
近
感
を
持
つ
も
の
で

あ
っ
た
。
一
六
五
九
年
セ
ン
ゲ
派
の
連
合
軍
が
ア
バ
ラ
イ
派
の
連
合
軍
を
撃
破
し
た
こ
と
か
ら
、
翌
六
〇
年
夏
ザ
ヤ
㌧
ハ
ン
デ
ィ
タ
臨
席
の
下

に
、
両
派
が
和
解
の
た
め
に
一
堂
に
会
し
た
。
た
だ
し
こ
の
時
に
は
、
オ
チ
ル
ト
ゥ
、
ア
バ
ラ
イ
兄
弟
の
確
執
だ
け
は
解
け
ず
じ
ま
い
で
あ
っ

た
。
ザ
ヤ
は
そ
の
年
の
秋
、
特
に
こ
の
兄
弟
を
会
見
せ
し
め
、
幹
癒
す
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
が
、
成
功
し
な
か
っ
た
。
同
苗
オ
チ
ル
ト
ゥ
が
兵

三
万
を
以
て
対
ア
バ
ラ
イ
攻
撃
を
再
開
せ
ん
と
し
た
の
で
、
こ
の
時
に
も
ザ
ヤ
は
調
停
を
試
み
た
が
、
ア
バ
ラ
イ
側
を
説
得
す
る
こ
と
は
で
き

な
か
っ
た
。
結
局
翌
六
一
年
夏
に
至
り
オ
チ
ル
ト
ゥ
は
セ
ン
ゲ
ら
の
援
軍
を
得
、
ア
バ
ラ
イ
を
そ
の
建
立
し
た
イ
ル
テ
ィ
シ
ュ
河
畔
の
寺
院
に

包
囲
し
て
、
決
定
的
勝
利
を
得
た
の
で
あ
っ
た
。
戦
後
処
理
に
お
い
て
、
オ
チ
ル
ト
ゥ
は
ザ
ヤ
か
ら
助
言
を
乞
う
た
結
果
、
ア
バ
ラ
イ
を
寛
大

な
処
分
に
付
し
て
い
る
。

　
『
ジ
ュ
ン
ガ
ル
汗
園
史
』
の
著
者
ズ
ラ
ー
ト
キ
ン
国
・
麺
ω
銘
日
護
閏
氏
が
、
ザ
ヤ
ー
パ
ン
デ
ィ
タ
を
賞
揚
し
て
、
　
「
ジ
ュ
ン
ガ
ル
汗
国
が

バ
…
ト
ゥ
ル
ー
フ
ン
タ
イ
ジ
の
在
世
中
、
も
し
く
は
没
後
の
内
乱
に
よ
っ
て
崩
壊
し
な
か
っ
た
と
い
う
点
に
お
い
て
、
ジ
ュ
ン
ガ
ル
汗
国
は
少
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④

な
か
ら
ぬ
程
度
に
ザ
ヤ
ー
パ
ン
デ
ィ
タ
の
個
人
的
努
力
と
彼
の
影
響
力
の
恩
恵
を
蒙
っ
て
い
る
扁
と
い
う
意
味
の
発
雷
を
し
て
い
る
が
、
そ
れ

も
決
し
て
誇
張
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　
と
こ
ろ
で
ジ
ュ
ン
ガ
ル
汗
国
の
支
配
者
バ
ー
ト
ゥ
ル
ー
フ
ン
タ
イ
ジ
の
支
配
期
と
後
継
者
の
セ
ン
ゲ
に
あ
っ
て
は
そ
の
初
期
が
ザ
ヤ
ー
パ
ン

デ
ィ
タ
の
在
世
時
に
当
る
が
、
当
時
の
ジ
ュ
ン
ガ
ル
本
国
は
、
東
ア
ジ
ア
に
覇
権
を
確
立
し
つ
つ
あ
っ
た
清
朝
に
対
し
て
、
い
か
な
る
接
触
も

拒
否
し
て
い
た
唯
一
の
モ
ン
ゴ
ル
民
族
国
家
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
因
に
、
グ
シ
汗
に
率
い
ら
れ
る
青
海
ホ
シ
ュ
ー
ト
部
は
す
で
に
一
七
世
紀

の
四
〇
年
代
か
ら
清
朝
と
の
友
好
路
線
を
閾
明
に
し
て
お
り
、
ダ
ラ
イ
ラ
マ
を
戴
く
チ
ベ
ッ
ト
の
ゲ
ル
ク
パ
教
団
も
、
グ
シ
汗
と
時
を
同
じ
く

し
て
清
朝
と
の
接
触
を
確
保
し
て
い
た
。
ハ
ル
ハ
ー
モ
ン
ゴ
ル
に
あ
っ
て
な
、
清
朝
の
支
配
圏
の
拡
大
に
つ
れ
て
自
ら
の
政
治
的
独
立
を
徐
徐

に
喪
失
し
つ
つ
あ
っ
た
。
ジ
ュ
ン
ガ
ル
汗
国
が
清
朝
を
拒
否
し
て
い
た
と
い
う
事
実
に
関
し
て
、
ザ
ヤ
ー
パ
ン
デ
ィ
タ
の
反
劇
的
態
度
に
注
目

さ
れ
る
。
そ
の
伝
記
に
よ
る
と
、
　
六
五
二
年
に
ザ
ヤ
ー
パ
ン
デ
ィ
タ
が
第
二
回
の
チ
ベ
ッ
ト
巡
礼
か
ら
の
帰
途
青
海
地
方
に
お
い
て
、
グ
シ

汗
の
子
で
後
継
者
の
ダ
ラ
イ
ー
フ
ン
タ
イ
ジ
U
巴
鉱
×
自
渇
σ
q
室
滋
鴇
と
会
見
し
た
さ
い
、
後
者
か
ら
、
樹
勢
拡
大
の
面
で
満
洲
の
ハ
：
ン
N
o
マ

α
賦
蔓
質
び
o
ρ
α
○
×
弩
に
助
力
を
求
め
て
は
と
勧
め
ら
れ
た
。
ザ
ヤ
ー
パ
ン
デ
ィ
タ
は
「
汝
の
雷
も
一
理
あ
る
が
、
彼
は
尊
大
な
○
ヨ
。
暮
9

ハ
ー
ン
で
あ
る
。
帰
っ
て
か
ら
調
べ
て
み
よ
う
」
と
答
え
た
も
の
の
、
「
『
そ
の
ハ
ー
ン
は
尊
敬
で
き
な
い
と
確
信
し
た
』
と
我
ら
に
後
に
仰
せ

ら
れ
た
」
と
あ
る
（
ヒ
d
O
憎
ご
鼠
σ
）
。
こ
の
よ
う
な
ザ
ヤ
ー
パ
ン
デ
ィ
タ
の
意
向
が
ジ
ュ
ン
ガ
ル
図
上
の
対
外
政
策
に
あ
る
程
度
の
影
響
を
及
ぼ

し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

　
ザ
ヤ
ー
パ
ン
デ
ィ
タ
に
関
し
て
も
う
一
つ
忘
れ
ら
れ
な
い
の
が
、
そ
の
精
力
的
な
訳
経
活
動
で
あ
る
。
彼
は
ト
ド
文
宇
発
明
の
一
六
四
八
年

以
前
に
、
マ
ニ
カ
ン
ブ
ム
等
幾
つ
か
の
チ
ベ
ッ
ト
仏
典
を
オ
イ
ラ
ー
ト
語
に
翻
訳
し
た
が
、
こ
れ
よ
り
以
後
ト
ド
文
字
を
使
用
し
て
一
大
訳
経

活
動
を
開
始
し
た
。
伝
記
に
従
え
ば
、
一
六
五
〇
年
か
ら
入
寂
に
至
る
ま
で
の
十
二
年
闘
に
、
彼
自
身
の
翻
訳
に
な
る
も
の
と
し
て
、
金
光
明

経
を
は
じ
め
総
計
一
七
七
種
に
達
す
る
チ
ベ
ッ
ト
仏
典
の
名
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
。
伝
記
の
著
者
の
注
に
よ
れ
ば
、
こ
の
外
に
も
彼
の
翻
訳
に

な
る
も
の
で
今
は
忘
れ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
も
の
も
多
数
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
な
お
以
上
と
は
別
に
、
彼
の
弟
子
の
手
で
翻
訳
さ
れ
た
と
言
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蒙古ラマ教史上の二人の弘法者（若松）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤
．

う
私
典
も
玉
七
種
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
（
】
W
O
℃
二
　
〇
ρ
t
碍
H
ヴ
）
。

　
最
後
に
、
ザ
ヤ
ー
パ
ン
デ
ィ
タ
の
転
生
者
の
問
題
に
ふ
れ
て
お
き
た
い
。
ザ
ヤ
ー
パ
ン
デ
ィ
承
伝
に
従
え
ば
、
そ
の
最
初
の
化
身
は
辰
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

年
（
一
六
六
四
）
に
生
ま
れ
（
切
O
唱
ご
Q
。
O
げ
）
、
名
は
ツ
ェ
ツ
ェ
ン
u
オ
ム
ボ
○
①
α
①
口
。
ヨ
σ
o
（
b
d
O
℃
こ
G
。
ω
ρ
）
と
言
っ
た
と
あ
り
、
而
し
て
辛
未

の
年
（
一
六
九
一
）
ま
で
の
記
事
を
含
む
同
書
に
は
、
そ
れ
の
入
寂
を
ハ
4
6
も
わ
せ
る
記
戴
は
な
い
。
ツ
ェ
ツ
ェ
ン
”
オ
ム
ボ
以
後
の
転
生
に
つ
い

て
は
、
遺
憾
な
が
ら
今
は
不
聡
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
な
お
、
歴
代
ザ
ヤ
ー
パ
ン
デ
ィ
タ
の
坐
肱
地
に
つ
い
て
も
、
よ
く
分
ら
な
い
。
た
だ
今
後
こ
の
点
を
考
え
る
上
で
有
用
と
お
も
わ
れ
る
材
料

を
一
つ
提
出
し
て
お
き
た
い
。
伝
記
に
よ
る
と
（
ゆ
○
℃
こ
　
ト
3
僻
げ
一
G
◎
O
曽
）
、
ザ
ヤ
ー
パ
ン
デ
ィ
タ
が
入
寂
す
る
と
、
供
奉
老
の
手
に
よ
っ
て
そ
の

地
で
遺
骸
は
茶
眈
に
付
さ
れ
、
舎
利
が
直
ち
に
チ
ベ
ッ
ト
に
運
ば
れ
、
ラ
サ
の
三
大
寺
を
は
じ
め
、
タ
シ
ル
ン
ポ
寺
な
ど
多
く
の
名
刹
に
お
い

て
盛
大
に
供
養
が
営
ま
れ
た
。
次
い
で
、
ダ
ラ
イ
ラ
マ
か
ら
、
ザ
ヤ
ー
パ
ン
デ
ィ
タ
の
像
を
鋳
っ
て
そ
の
胎
内
に
舎
利
を
安
置
し
、
こ
れ
を
モ

ン
ゴ
ル
の
施
主
た
ち
の
帰
依
処
と
せ
よ
、
と
の
言
葉
が
あ
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
ラ
サ
に
お
い
て
、
銀
三
百
両
を
用
い
、
ネ
パ
ー
ル
の
工
匠
十
六

人
目
手
に
よ
っ
て
、
悪
様
が
造
ら
れ
た
。
そ
の
開
眼
供
養
が
卯
の
年
（
一
六
六
三
）
の
夏
の
仲
の
月
の
吉
日
に
行
な
わ
れ
た
。
而
し
て
後
代
ル
ケ

ー
ツ
ォ
ル
ジ
国
幣
㊦
α
o
ご
”
ら
供
奉
者
が
こ
の
像
を
奉
持
し
て
ジ
ュ
ン
ガ
リ
ア
へ
帰
り
、
同
年
秋
の
末
の
月
の
下
旬
に
ツ
ア
ガ
ー
ン
観
ウ
ス
ン

∩
玉
響
話
毎
μ
　
（
ア
ラ
タ
ウ
山
脈
の
北
麓
に
発
源
す
る
河
）
に
到
着
し
た
。
次
い
で
こ
の
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
一
行
は
尊
像
を
奉
持
し
て
オ

チ
ル
ト
ゥ
、
セ
ン
ゲ
ら
諸
酋
の
牧
地
を
順
次
巡
圓
し
た
等
の
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
右
の
尊
像
に
関
し
て
、
ツ
ォ
ロ
一
二
・
潟
。
自
o
o
氏
が
切
○
℃
・
に
寄
せ
た
序
文
の
中
に
、
ま
こ
と
に
興
味
深
い
一
節
が
見
出
さ
れ
る
の
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
、
　
「
オ
ク
ト
ル
グ
イ
ン
ダ
ラ
イ
（
ー
ザ
ヤ
ー
パ
ン
デ
ィ
タ
）
が
入
寂
す
る
と
、
直
ち
に
舎
利
を
安
置
す
べ
く
銀
の
像
が
造
ら
れ

た
と
首
記
に
記
さ
れ
て
い
る
。
三
百
両
の
銀
で
造
ら
れ
た
最
初
の
醸
は
、
現
在
の
コ
ブ
ド
・
ア
イ
マ
ク
の
ウ
エ
ン
チ
・
ス
ム
賓
⑦
鵠
．
目
。
謬
肖
（
コ

ブ
ド
・
ア
イ
叩
、
ク
の
南
部
鳶
ア
ル
タ
イ
山
陽
に
当
る
－
筆
者
注
）
に
あ
っ
た
と
言
わ
れ
る
が
、
こ
の
像
か
ら
複
製
さ
れ
た
、
本
書
に
発
表
さ
れ

て
い
る
所
の
二
三
×
一
〇
〇
∋
大
の
夕
虹
の
像
は
牧
民
ワ
ン
チ
ク
韓
・
頃
養
・
弓
の
所
蔵
し
て
い
た
も
の
で
あ
一
’
9
」
と
雷
い
、
そ
の
複
製
像
の

97　（97）



写
真
一
葉
が
付
載
さ
れ
て
い
る
。
因
に
写
本
し
ご
O
勺
・
も
こ
の
ワ
ン
チ
ク
氏
が
秘
蔵
し
て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。
氏
は
コ
ブ
ド
・
ア
イ
マ
ク
の

マ
ン
ハ
ン
・
ス
ム
竃
翁
。
霞
β
。
出
暑
嵐
に
在
住
す
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
　
こ
う
し
た
点
か
ら
す
る
と
、
歴
代
の
ザ
ヤ
ー
パ
ン
デ
ィ
タ
の
坐
抹
地
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

コ
ブ
ド
地
方
、
就
中
ウ
エ
ン
チ
・
ス
ム
方
面
に
関
係
す
る
ら
し
く
考
え
ら
れ
よ
う
。
橋
本
光
宝
氏
に
よ
れ
ば
、
コ
ブ
ド
地
方
に
は
少
な
く
と
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

七
箇
以
上
の
寺
廟
が
数
え
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
中
に
ウ
エ
ン
チ
ン
・
フ
レ
（
フ
レ
は
寺
院
の
意
）
な
る
名
も
挙
が
っ
て
い
る
。
果
し
て
こ
れ
が

坐
肱
寺
で
あ
っ
た
か
は
、
確
認
の
方
法
を
今
は
持
た
な
い
。
今
後
モ
ン
ゴ
ル
人
民
共
和
国
科
学
院
の
手
に
よ
っ
て
、
こ
の
方
面
の
調
査
が
行
わ

れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
、
ひ
と
ま
ず
本
稿
の
筆
を
欄
き
た
い
。

①
　
本
稿
で
取
り
上
げ
る
ザ
ヤ
ー
パ
ソ
デ
ィ
タ
は
、
清
代
の
七
遊
牧
ラ
マ
旗
の
一
つ

　
で
あ
る
札
雅
班
第
達
呼
図
克
図
旗
（
サ
イ
ン
ー
ノ
ヤ
ン
四
白
牧
）
の
供
奉
寺
ザ
イ

　
ソ
フ
レ
…
智
饗
受
貯
一
肖
注
ぐ
¢
議
事
の
歴
代
ザ
ヤ
ー
パ
ン
デ
ィ
タ
ー
フ
ト
ゥ
ク

　
ト
ゥ
の
開
祖
な
る
人
物
と
混
同
さ
れ
や
す
い
が
、
別
人
で
あ
る
。

　
　
な
お
、
ザ
イ
ン
フ
レ
ー
寺
の
場
合
の
開
祖
は
、
　
ロ
ブ
サ
ソ
ー
ー
チ
ン
レ
…
切
δ

　
σ
N
p
ひ
℃
ξ
ぼ
智
ω
（
一
六
四
二
年
ハ
ソ
ガ
イ
山
に
生
ま
る
）
で
あ
る
（
o
ひ
隊
●

　
留
σ
q
霧
3
び
。
℃
．
o
罫
噛
Q
Q
．
。
。
O
℃
｝
瓢
ヨ
■
b
δ
目
）
。

②
本
来
な
ら
ば
ホ
シ
ュ
ー
ト
部
長
バ
イ
バ
ガ
ス
汗
が
自
子
を
出
家
さ
せ
る
べ
き
と

　
こ
ろ
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
が
、
子
が
無
か
っ
た
た
め
に
、
ザ
ヤ
ー
パ
ン
デ
ィ
タ
が

　
代
理
と
し
て
選
ば
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
間
の
事
情
に
つ
い
て
は
、
前
掲
拙
稿

　
「
カ
ル
ム
ッ
ク
に
お
け
る
ラ
マ
教
受
容
の
歴
史
的
側
面
」
、
参
照
。

③
拙
稿
「
セ
γ
ゲ
支
配
期
の
ジ
ュ
ン
ガ
ル
汗
国
の
内
乱
」
『
遊
牧
社
会
史
探
究
』

　
四
二
冊
、
一
九
七
〇
年
、
特
に
譲
3
、
参
照
。

④
【
＼
幽
』
マ
ω
』
〔
妻
三
［
．
＝
。
さ
零
出
皆
｛
葦
蚕
）
。
｝
（
。
乙
峯
§
・
・
〔
ス
屋
G
。
？
ミ
G
。
。
。
）
嘘
三
。
？

　
嗣
（
零
嘲
一
り
①
幽
噂
。
↓
℃
■
曽
卜
。
．

⑤
こ
こ
に
列
挙
さ
れ
た
オ
イ
ラ
…
ト
名
書
目
を
チ
ベ
ッ
ト
語
原
題
に
復
原
す
る
試

　
み
が
す
で
に
行
な
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
、
次
の
一
　
論
文
を
あ
げ
て
お
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
　
　
　
く

　
O
o
．
∪
”
日
象
蕊
萄
ε
y
㌶
8
α
q
磯
。
一
∈
磐
一
〇
解
団
巴
－
毎
μ
血
㊦
σ
q
㊦
〕
陣
一
驚
盤
昌
玄
凱
臓

　
o
毎
。
一
一
σ
無
O
o
壱
泰
o
Q
o
二
唱
酔
。
籍
筥
鼠
9
口
σ
q
o
一
〇
讐
旨
×
囲
く
層
ご
一
ρ
〒
切
鉢
。
群
お
O
P

　
喝
や
欝
？
器
心
・
や
勺
2
0
7
9
噂
＜
o
昌
冒
曳
聖
勺
長
短
謬
9
1
N
二
日
Z
o
自
邸
巴
巳
罫
。
疑
甲

　
o
冨
戸
〉
岩
三
く
O
ユ
。
暮
巴
艮
ω
O
I
。
。
讐
℃
屋
7
9
團
　
Φ
α
8
｝
壱
・
G
。
㊤
リ
ム
8
．

⑥
ロ
ブ
ド
が
ガ
ル
ダ
ソ
の
支
配
期
に
そ
の
本
営
の
所
在
地
で
あ
っ
た
こ
と
も
注
意

　
さ
る
べ
き
で
あ
る
。
な
お
ウ
エ
ソ
チ
・
ス
ム
地
方
は
、
　
一
八
世
紀
中
葉
清
朝
に
よ

　
る
ジ
ュ
ン
ガ
ル
汗
露
減
亡
の
時
ま
で
、
汗
国
の
領
域
に
属
し
た
。

⑦
　
橋
本
光
宝
『
蒙
古
の
劇
嚇
教
』
仏
教
公
論
社
，
一
九
四
二
年
、
二
〇
九
頁
。

　
　
　
　
　
（
京
都
府
立
大
学
文
学
部
助
教
授
・
京
都
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duties’・’on・　the　circulating　commodities　’≠獅п@gained”enormous　revenue．

This　revenu6　was　su缶cient　enough　to　cover　the　ord圭nary　expeエ1diture，

so　in　the　Kan’ei　Period：寛永年間，　they　saved　rnuch　preparatory　money

through　the　high　price　of　r1ce　and　the　high　rate　of　land－tax．

As　to之he　expe雌u「e偉hat．time・遮onlyβ・ρ叫習物．威米ゆ量ch
t…1t・d：．．f・・m　t翠・． c七ransfr；ipg　to．：．．lh・．．吻為照門、鰍晦β享・t・m

b・t・玉・・．the　exp・・細工． DEd・「 ]戸09’・kpied・9・e411．．P・吻・㌻i6・銭．．　Fゆer一

二ore・th61n項t碑y　s⇔ryiρ6　f¢Bakufu．幕府軍．役．・．．『Specialty　the　donsttUc－

t圭・g．・e．1　．　yi’・e．綿役・．d・e・．pied　Spm・．　P・rtS・Tll♀．1・tter・b・i・g　b・y6・d

g．qpacitY，　df　tb．．f．’撃b窒р奄獅≠狽x　S．eVenue，　was　pqiF！．　’Otitl’o，f　’the　ptepa．yatQry　saV－

ihg＄．　’Thqs’　Obdma－han　cbin．1d　complete　itS’　reprQddction　’ptocess．

T蜘Fr⑳ersβiゆ・Hl＄t・・y・ξ．　M・・g・1i・nエ・．搬・i・m；

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ソ　　　　2＞d夕iろi　toニソin　a捻d　laツa　Pandita　．～Vam（7a二yゼブα辮～iu．＝

　　　　　．by

H．　Wakamatsu

　　In　the．　history：of　Mongolia貧しamaism，　two　Oyirad　priests，1吻薦船町
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ザ
（1587？一1653）andノ砂αpandita　IVamq¢yijambu（1599－1662）were　great

pre毎cherS．of　Dge．．lptg’s　pa　sect．．Lamism．．．．．The　former　whQ　had　co皿e　from

Turgu4，　after　his琴scentic　exerqises　in　Tibet，　Iived　in　Kb’fee　qota　and

P・each・d　L・mai・m　m・inly．・m・・9　．the　1…餌・＃91呈・…His　rep・t・ti・n

was　so　h呈9h　as　to　be．known　to　Shun． O腕ん「．Ti順治帝of　Ching　dynasty．

ハ勿薦tqyin　was　briefly　reffered　to．　by　Hor　chos　hbyun　which　was　based

on　a　biography　of　ノ〉診ツゴ～珍　彦ρニソin，‘‘Bq／da　nayi～ii　彦oLYii¢　dalai　manl’u97i．iづ厚％

domOj．”．　In　th圭s　article，　I　would　like　to　trace　his　preaching　activities

more　minuteiy．

　　On　t‡1度目other　hand，　there　exists　a　biography　ofノ¢ソa　pandita，‘‘五～σ々表z〃zba

Zayaρ伽ψゴ4甥πsarayin　gerelんθ駕2勧口吻ゴ’，・According　to　this，．ノ砂α

pandita　who　had　cQme　from　Qo誠4，　after　retuming．from　Tlbet，　li．ved　in

Oyivad，　preaOhed　Lamaism　among　the　Qalqa　Mongols　and　the　people　of

Oγirad．王t　was　charct臼ristic　of．　him　that　he　was　conspicious　in．．　the

secular　a¢tivities．　The　fact　that　he　arbitrated　in　theαソirad　rebellion

immediate王y　after　the　e就hronement　of　56％896照s　a　remarkable　examp｝e

Qf　that．：o垣nvestigating　Mongolian　society　in　the　first　half．　of　the

17th．　century，　the．．　biographies　of　these　two．、卑amaism　priests　provlde．us

with　m3hy　vaダiouS　pr．ecious　materials．
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